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研究記事23




28番の歌 エホバの友となる



エホバからの素晴らしい招待



「私の天幕が彼らと共にあり，私は彼らの神とな[る]」。エゼキエル 37:27




ポイント

エホバは私たちをご自分の天幕に招き，大切にもてなしてくださっています。そのことへの感謝を深めましょう。




1-2. エホバはご自分に仕える人たちにどんな招待をしていますか。


あなたの答え



あなたにとってエホバはどんな存在ですか。「エホバは私の神，お父さん，そして友達です」と答えるかもしれません。もっとほかのイメージもあることでしょう。では，エホバが私たちを家に招いてくれていることについて考えたことはありますか。

2 ダビデ王は，エホバとエホバに仕える人の関係を，家に招く人と招かれる人の関係に例えました。こう言っています。「エホバ，あなたの天幕にとどまるのは誰ですか。あなたの聖なる山に住むのは誰ですか」。（詩 15:1）この言葉から，エホバが私たちを友として天幕に招いてくれていることが分かります。素晴らしい招待だと思いませんか。

エホバはご自分の天幕に私たちを招いている

 3. エホバの天幕に最初に招かれたのは誰ですか。エホバとイエスはお互いのことをどう思っていましたか。


あなたの答え



3 全てのものが創造される前，存在していたのはエホバだけでした。でも，ある時点でエホバはご自分の子イエスを創造し，喜んでご自分の天幕に招き入れました。聖書には，エホバはイエスに「深い愛情を抱[いていた]」と書かれています。招かれたイエスも「いつも神の前で喜ん」でいました。（格 8:30）

 4. 後に誰がエホバの天幕に招かれましたか。


あなたの答え



4 その後，エホバは天使たちを創造し，ご自分の天幕に招きました。聖書によると，「神の子たち」と呼ばれる天使たちはエホバと一緒にいて，とても喜びを感じています。（ヨブ 38:7。ダニ 7:10）最初のうち，エホバと友になれたのは天に住んでいる者だけでした。その後，エホバは人間を造り，地球にいる人間もご自分の天幕に招きました。例えば，エノク，ノア，アブラハム，ヨブなどです。このように神に心から仕えた人たちは，「真の神と共に」歩んだ人や神の友と表現されています。（創 5:24; 6:9。ヨブ 29:4。イザ 41:8）

 5. エゼキエル 37章26，27節の預言からどんなことが分かりますか。


あなたの答え



5 エホバは長い間ずっとご自分の天幕に友を招いてきました。（エゼキエル 37:26，27を読む。） エゼキエルの預言から，ご自分に仕える人たちと親しくなりたいというエホバの温かい気持ちが分かります。エホバは，その人たちと「平和の契約」を結ぶと約束しています。この預言は，天に行く希望を持つ人たちと地球で生きる希望を持つ人たちが「1つの群れ」になってエホバの天幕に集まる時のことを言っています。（ヨハ 10:16）これは，今実現しています。

エホバは私たちがどこにいても大切にしてくださる

 6. 私たちはどのようにしてエホバの天幕に招き入れられましたか。エホバの天幕はどこか特定の場所にあるものですか。


あなたの答え



6 聖書時代，天幕は人が休んだり，雨風をしのいだりできる場所でした。そこに招かれる人はたいてい大切にもてなされました。私たちは献身した時，いわばエホバの天幕に迎え入れていただきました。（詩 61:4）そして，エホバとの絆を強めるのに必要なものを豊かに与えられています。また，エホバの天幕に同じように招き入れられた人たちとの友情も楽しんでいます。どんな場所にいるとしてもその天幕に入ることができます。これまで，外国に旅行したり特別大会に出席したりしたことがあるかもしれません。そういう時に，エホバの天幕に迎え入れられて幸せを感じている人たちと会ったことでしょう。どこにいるとしても，エホバに忠実に仕えているなら，エホバの天幕の中にいることになります。（啓 21:3）

 7. すでに亡くなった忠実な人たちもエホバの天幕にとどまっている，といえるのはどうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



7 すでに亡くなった忠実な人たちはどうでしょうか。その人たちもエホバの天幕にとどまっているといえます。どうしてですか。その人たちはエホバの記憶の中では生きているからです。イエスはこう言いました。「死者が生き返ることに関しては，モーセも，いばらの木に関する記述の中で明らかにしました。その際エホバを『アブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神』と呼んでいます。この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。彼らは皆，神にとっては生きているのです」。（ルカ 20:37，38）



[image: 年長の姉妹がアルバムの写真を見ながらほほ笑んでいる。]

亡くなった忠実な人たちもエホバの天幕にとどまっているといえる。（7節を参照。）







エホバがしてくれることと私たちがすべきこと

 8. エホバはご自分の天幕の中にいる人にどんなことをしてくれますか。


あなたの答え



8 文字通りの天幕の中にいれば，休んだり雨風をしのいだりできるのと同じように，エホバの天幕の中にいれば，エホバとの絆を傷つけようとしたり希望を失わせようとしたりするものから守られます。エホバのそばにとどまっている限り，サタンの攻撃によっていつまでも苦しめられるということはありません。（詩 31:23。ヨハ一 3:8）新しい世界でも，エホバはご自分の友を守ります。エホバとの絆を持ち続けられるよう助け，死さえも取り除いてくださいます。（啓 21:4）

 9. エホバはご自分の天幕にいる人たちにどんなことを望んでいますか。


あなたの答え



9 エホバの天幕に招かれ，エホバとずっと続く友情を持てるというのは，本当に光栄なことです。エホバの天幕にとどまりたいと思うなら，どんなことをする必要がありますか。誰かの家に招かれた場合，その家の人の失礼にならないようにしたいと思うでしょう。もし家の人が家に入る前に靴を脱いでほしいと思っているなら，喜んでそうするはずです。同じように，エホバの天幕にとどまりたいなら，エホバがどんなことを望んでいるかをぜひ知りたいと思うことでしょう。私たちはエホバを愛しているので，できる限りのことをして「全ての点で神に喜ばれ」る人になろうとします。（コロ 1:10）エホバは私たちの友達ですが，尊敬すべき神であり，お父さんでもあります。（詩 25:14）そのことを忘れず，どんな時もエホバに深い敬意を示しましょう。そうするなら，エホバを嫌な気持ちにさせるような行動を避け，「慎みを持って神と共に歩むこと」ができます。（ミカ 6:8）

エホバはイスラエル人を公平に扱った

10-11. エホバが不公平な方ではないことは，シナイの荒野にいたイスラエル人に対する扱い方からどのように分かりますか。


あなたの答え



10 エホバはご自分の天幕にいる人たちを公平に扱います。（ロマ 2:11）そのことはシナイの荒野にいたイスラエル人の例から分かります。

11 エホバは，エジプトで奴隷だったイスラエル人を救出した後，幕屋で奉仕するよう祭司たちを任命しました。また，レビ族の人たちに幕屋に関する仕事を割り当てました。でもエホバは，幕屋で奉仕していた人や，その近くに宿営を張っていた人を特別扱いしたりしませんでした。エホバは不公平な方ではありません。

12. エホバはイスラエル国民に対して公平な方でした。それはどんなことから分かりますか。（出エジプト記 40:38）（挿絵も参照。）


あなたの答え



12 宿営にいたイスラエル人はみんな同じように，エホバとの絆を持つことができました。どんな特別な奉仕をしているかや，幕屋の近くに住んでいるかどうかは関係ありませんでした。例えば，エホバはイスラエル全体が幕屋の上にあった雲の柱や火の柱を見ることができるようにしました。（出エジプト記 40:38を読む。） 雲が動き始めると，宿営の中で幕屋から一番離れた所にいる人たちでさえ，それを見ることができました。そして荷造りをし，自分たちの天幕を畳み，みんなと一緒に出発することができました。（民 9:15-23）また，全ての人が出発の合図となる2つの銀のラッパの大きな音を聞くことができました。（民 10:2）それで，幕屋からの距離はエホバとの友情の深さを示すものではありませんでした。イスラエル国民の全てがエホバの天幕に招かれていて，エホバが自分たちを導いて保護してくださっていることを感じることができました。今でも，どこに住んでいるかに関わりなく，エホバは私たちを愛し，大切にし，守ってくださいます。



[image: 荒野で幕屋の周りに張られているイスラエル人の宿営を上から見た様子。幕屋の上に雲の柱がある。1. 祭司が幕屋と雲の柱の前で銅の水盤に水を注いでいる挿絵が挿入されている。その挿絵から出た矢印は，宿営全体の中での幕屋の位置を示している。2. ある家族が自分たちの天幕の外で，遠くにある雲の柱を見ている挿絵が挿入されている。その挿絵から出た矢印は，宿営の端の方にある天幕の位置を示している。]

幕屋が宿営の中心にあったことから，エホバが公平な方だと分かる。（12節を参照。）







エホバは今も公平な方

13. エホバが今も公平な方であることは，どんなことから分かりますか。


あなたの答え



13 兄弟姉妹の中には，エホバの証人の世界本部や支部事務所の近くに住んでいる人がいます。そこで働いている人もいます。そのような人たちは，そこで行われているいろいろな活動に直接関わったり，責任を委ねられている兄弟たちと個人的に知り合ったりする機会があるかもしれません。ほかにも，旅行する奉仕やその他の特別全時間奉仕をしている人たちもいます。でも，みんながそのような状況にいるわけではありません。それで，次のことを忘れないでください。エホバはご自分の天幕の中にいる全ての人を大切にし，愛しています。そして，一人一人のことを優しく気遣ってくれます。（ペテ一 5:7）エホバに仕える人たちはみんな，エホバとの絆を強めるのに必要なことを学ぶことができ，導きや保護を与えられています。

14. ほかにもどんな点から，エホバが公平であることが分かりますか。


あなたの答え



14 エホバが公平な方であることは，聖書を世界中の人に読めるようにしていることからも分かります。聖書はもともとヘブライ語，アラム語，ギリシャ語の3つの言語で書かれました。では，聖書を原語で読める人の方がエホバと強い絆を持てるということですか。いいえ，そういうわけではありません。（マタ 11:25）

15. エホバが公平な方であるおかげで，どんなことが可能になっていますか。（写真も参照。）


あなたの答え



15 高い教育を受けていたり，聖書の原語に関する知識を持っていたりしなくても，エホバの友達になることができます。エホバは，どんな教育を受けているかに関わりなく，世界中の全ての人がエホバの知恵から学べるようにしてくださっています。実際，聖書は何千もの言語に翻訳されているので，世界中の人が聖書を学び，エホバと親しくなる方法を知ることができます。（テモ二 3:16，17）



[image: 1. 男性がタブレットで手話版の聖書を見ている。2. 質素な暮らしをしている年長の女性が，自分の言語に翻訳された印刷版の聖書を読んでいる。]

聖書がたくさんの言語に翻訳されていることから，エホバが公平な方だと分かる。（15節を参照。）







エホバの天幕にとどまる

16. 使徒 10章34，35節によると，エホバに受け入れられる人でいるにはどうする必要がありますか。


あなたの答え



16 エホバの天幕に迎え入れていただけるのは本当に素晴らしいことです。エホバは誰よりも愛情深く親切で，温かくもてなしてくださる方です。不公平ではありません。それで，住んでいる場所，背景，教育，人種や国籍，年齢，性別に関係なく，どんな人でもエホバに受け入れてもらえます。でも，そのためにはエホバの決めた基準に従う必要があります。（使徒 10:34，35を読む。）

17. 聖書のどの部分から，エホバの天幕にとどまることについてさらに学べますか。


あなたの答え



17 ダビデは詩編 15編1節で，「エホバ，あなたの天幕にとどまるのは誰ですか。あなたの聖なる山に住むのは誰ですか」と言いました。そしてエホバに導かれ，続く部分でその答えを書きました。次の記事では，ずっとエホバの友でいるために何をする必要があるか，具体的に考えます。



どんなことを学びましたか


	  エホバが私たちと友達になりたいと思っていることは，どんなことから分かりますか。


あなたの答え





	  エホバはご自分の天幕にいる人たちにどんなことを望んでいますか。


あなたの答え





	  エホバが公平な方であるおかげで，どんなことが可能になっていますか。


あなたの答え












32番の歌 エホバの側に立つ





^ （エゼ 37:27） 私の天幕*が彼らと共に*あり，私は彼らの神となり，彼らは私の民となる。

または，「住まい」，「家」。
または，「の上に」。


^  （詩 15:1） エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。

または，「でもてなされる」。


^  （格 8:30） その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。



^  （ヨブ 38:7） その時，明けの星が共に喜びの叫び声を上げ， 神の子たち*が皆，称賛の叫び声を上げ始めた。

ヘブライ語の慣用句。神の天使たちを指す。


^  （ダニ 7:10） その方の前から火が川のように流れ出ていた。その方に仕えている者は千の千倍，その方の前に立っている者は1万の1万倍いた。法廷が開廷し，書物が開かれた。



^  （創 5:24） エノクは真の神と共に歩み続けた後，いなくなった。神が彼を取ったからである。



^  （創 6:9） 以下はノアについての記録である。 ノアは正しい人で，当時*の人々とは異なり，非の打ちどころがない人だった。ノアは真の神と共に歩んだ。

または，「同世代」。


^  （ヨブ 29:4） 当時，私はまだ元気で， 自分の天幕で神が私と親しくしてくださっているのを感じていた。



^  （イザ 41:8） 「しかし，イスラエルよ，あなたは私に仕える者であり， ヤコブよ，私が選んだあなたは， 私の友アブラハムの子孫である。



^ （エゼ 37:26， 27） 私は彼らと平和の契約を結ぶ。それは永遠に続く契約となる。私は彼らを定住させ，増やし，永遠に彼らの中に私の聖なる所を置く。 27 私の天幕*が彼らと共に*あり，私は彼らの神となり，彼らは私の民となる。

または，「住まい」，「家」。
または，「の上に」。


^  （エゼ 37:26， 27） 私は彼らと平和の契約を結ぶ。それは永遠に続く契約となる。私は彼らを定住させ，増やし，永遠に彼らの中に私の聖なる所を置く。 27 私の天幕*が彼らと共に*あり，私は彼らの神となり，彼らは私の民となる。

または，「住まい」，「家」。
または，「の上に」。


^  （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^  （詩 61:4） 私は永遠にあなたの天幕にとどまり*， あなたの翼の下に避難する。（セラ）

または，「でもてなされ」。


^  （啓 21:3） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。



^  （ルカ 20:37， 38） 死者が生き返ることに関しては，モーセも，いばらの木に関する記述の中で明らかにしました。その際エホバを『アブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神』と呼んでいます。 38 この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。彼らは皆，神にとっては生きているのです」。



^  （詩 31:23） エホバを愛せ，神に尽くす*全ての人たち。 エホバは忠実な人を保護する。 しかし，傲慢な人を厳しく処罰する。

または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。


^  （ヨハ一 3:8） 罪を犯し続ける人は悪魔から出ています。悪魔は初めから罪を犯してきたからです。神の子が現れたのは，悪魔の行いを終わらせる*ためです。

または，「滅ぼす」。


^  （啓 21:4） 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （コロ 1:10） エホバ*に仕える人にふさわしい歩み方をし，全ての点で神に喜ばれますように。また，あらゆる善いことを行って実を結び，神についての正確な知識をますます得られますように。

付録A5参照。


^  （詩 25:14） エホバは，ご自分を畏れる人を親しい友とし， 契約を知らせる。



^  （ミカ 6:8） 神はあなたに，何が善いことかを伝えた。 エホバがあなたに求めていることは何か。 ただ公正を守り*，揺るぎない愛を抱き*， 慎みを持って神と共に歩むことである。

または，「公平であり」。
または，「愛して親切に尽くし」。


^  （ロマ 2:11） 神は不公平ではないからです。



^ （出 40:38） 旅の間ずっと，幕屋の上に，昼はエホバの雲があり，夜は火がとどまって，イスラエルの民全てから見えた。



^  （出 40:38） 旅の間ずっと，幕屋の上に，昼はエホバの雲があり，夜は火がとどまって，イスラエルの民全てから見えた。



^  （民 9:15-23） 幕屋を組み立てた日，雲が幕屋つまり証しの天幕を覆い，夕方から朝までは火のようなものが幕屋の上にとどまった。 16 その後もそうなり，昼には雲が，夜には火のようなものが幕屋を覆った。 17 イスラエル人は，雲が天幕から持ち上がるとすぐに出発し，雲がとどまる場所に宿営した。 18 エホバの指示で出発し，エホバの指示で宿営した。雲が幕屋の上にとどまっている間は，そのまま宿営していた。 19 雲が幕屋の上に何日もとどまる時，イスラエル人はエホバに従い，出発しなかった。 20 雲が幕屋の上に数日とどまることがあった。民はエホバの指示で宿営し続け，エホバの指示で出発した。 21 雲が夕方から朝までしかとどまらないこともあり，雲が朝に持ち上がると，民は出発した。雲が持ち上がるのが昼でも夜でも，民は出発した。 22 2日でも1カ月でもそれ以上でも，雲が幕屋の上にとどまっている間は，イスラエル人は宿営し続け，出発しなかった。しかし，雲が持ち上がると，出発した。 23 民はエホバの指示で宿営し，エホバの指示で出発した。モーセを通して与えられたエホバの指示通りにし，エホバに従った。



^  （民 10:2） 「あなたのために銀のラッパを2つ作りなさい。銀を鍛造して作り，民を呼び集めるためと宿営を畳むために用いなさい。



^  （ペテ一 5:7） そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

または，「不安」，「悩み」。


^  （マタ 11:25） その時，イエスは言った。「天地の主である父よ，あなたを大いに賛美します。あなたはこのようなことを賢い知識人たちから隠し，幼い子供たちに啓示されたからです。



^  （テモ二 3:16， 17） 聖書全体は神の聖なる力*の導きによって書かれたもので，教え，戒め，矯正し，正しいことに基づいて指導するのに役立ちます。 17 それにより，神に仕える人は十分な能力を持つことができ，あらゆる良い活動を行う用意が完全に整います。

用語集参照。


^ （使徒 10:34， 35） そこでペテロは話し始めた。「神が不公平ではないことがよく分かりました。 35 神を畏れて正しいことを行う人はどの国の人でも神に受け入れられるのです。



^  （使徒 10:34， 35） そこでペテロは話し始めた。「神が不公平ではないことがよく分かりました。 35 神を畏れて正しいことを行う人はどの国の人でも神に受け入れられるのです。



^  （詩 15:1） エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。

または，「でもてなされる」。








研究記事24




24番の歌 エホバの山に登ろう



ずっとエホバの友でいる



「エホバ，あなたの天幕にとどまるのは誰ですか」。詩編 15:1




ポイント

エホバとずっと友でいるためにどんなことをする必要があるか，また，エホバはご自分の友である兄弟姉妹にどう接することを望んでいるかについて学びます。




 1. 詩編 15編1-5節を調べるとよいのはどうしてですか。


あなたの答え



前の記事で，献身したクリスチャンはエホバとの絆を大切にすることによってエホバの天幕にとどまれるということを学びました。でも，ずっとエホバの友でいるために具体的にどんなことをする必要があるでしょうか。詩編 15編から，エホバと親しくなるために役立つことを学べます。（詩編 15:1-5を読む。）

 2. ダビデはエホバの天幕について歌った時，何のことを考えていたかもしれませんか。


あなたの答え



2 詩編 15編はこう始まっています。「エホバ，あなたの天幕にとどまるのは誰ですか。あなたの聖なる山に住むのは誰ですか」。（詩 15:1）この言葉を書いたダビデは，エホバの「天幕」について歌った時，しばらくの間ギベオンにあった幕屋について考えていたのかもしれません。また，神の「聖なる山」とは，エルサレムにあったシオンの山のことだったかもしれません。それはギベオンの南，約10㌔の所に位置していました。ダビデはそこに天幕を張り，神殿が完成するまで契約の箱を置きました。（サム二 6:17）

 3. 詩編 15編についてよく理解したいと思うのはどうしてですか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



3 ほとんどのイスラエル人は幕屋で奉仕することができませんでしたし，契約の箱が置かれていた部屋の中に入ることはもちろんできませんでした。でも，エホバの友となってエホバに忠実に仕える人たちはみんな，いわばエホバの天幕の中に入ることができたといえます。私たちもその天幕にとどまりたいと思います。では，ずっとエホバの友でいるためには，どんな人でいる必要があるでしょうか。詩編 15編から学びましょう。



[image: イスラエルの人たちが大きな天幕に向かって歩き，そこに入ろうとしている。]

ダビデの時代のイスラエル人は，エホバの天幕に迎え入れられるとはどういうことかをすぐにイメージできた。（3節を参照。）







非難されるところがなく，正しいことを行う人

 4. エホバが求めているのはバプテスマを受けることだけではありません。どうしてそういえますか。（イザヤ 48:1）


あなたの答え



4 詩編 15編2節には，エホバの友は「非難されるところがなく，正しいことを行[う]」人であると書かれています。これは努力を続けないと達成できないことです。でも，「非難されるところがな[い]」人になることなどできるのでしょうか。私たちは完璧ではありませんが，ベストを尽くしてエホバに従うなら，「非難されるところがな[い]」人とエホバに見てもらえます。献身してバプテスマを受けることは，エホバと共に歩む人生の始まりにすぎません。聖書時代も，イスラエル人というだけで自動的にエホバの友になれたわけではありませんでした。エホバに呼び掛けた人たちの中にも，「誠実さや正しさに欠け」た人たちがいました。（イザヤ 48:1を読む。） エホバの友になることを心から願うイスラエル人は，エホバが求めていることを知り，それに従わなければなりませんでした。同じように，私たちもエホバの友になりたいなら，バプテスマを受けてクリスチャン会衆の活動に参加する以上のことが必要です。「正しいことを行い」続ける必要があります。それには何が含まれますか。

 5. 全ての面でエホバに従うことには何が関係していますか。


あなたの答え



5 「非難されるところがなく，正しいことを行[う]」人とエホバから見てもらうためには，集会に定期的に参加しているだけでは不十分です。（サム一 15:22）生活の全ての面でエホバに従うように努力しなければなりません。1人でいる時であってもそうです。（格 3:6。伝 12:13，14）たとえあまり重要ではないと思えることだとしても，エホバに従うことは大切です。そうすることによってエホバを愛していることを実証できます。エホバはそんな私たちをもっと愛してくださいます。（ヨハ 14:23。ヨハ一 5:3）

 6. ヘブライ 6章10-12節によると，私たちのこれまでの働きよりも大切なのは何ですか。


あなたの答え



6 エホバは，私たちが過去にエホバのために行ったことを高く評価してくださっています。でも，これまで良い働きをしたというだけでエホバの天幕にとどまれるわけではありません。そのことはヘブライ 6章10-12節の中ではっきり示されています。（読む。） エホバは私たちが以前に行った良いことを決して忘れません。とはいえ，「最後まで」私たちが心を込めて仕えることを願っています。努力を続ける点で「諦めない」限り，エホバはずっと私たちの友達でいてくれます。（ガラ 6:9）

心に真実を語る人

 7. 心に真実を語るとはどういうことですか。


あなたの答え



7 エホバの天幕にとどまりたいなら，「心に真実を語る人」でなければなりません。（詩 15:2）うそをつかないというだけでは不十分です。エホバは，私たちが話すことやすることなど全ての点で正直であることを願っています。（ヘブ 13:18）このことは大切です。「エホバは，欺く人をひどく嫌い，正直な人たちを親しい友とするから」です。（格 3:32）

 8. どんな行動を避ける必要がありますか。


あなたの答え



8 「心に真実を語る人」は，みんなの前ではエホバに従いながら，隠れてエホバのおきてを破るようなことをしません。（イザ 29:13）人を欺くような行動を避けます。心が不正直な人は，エホバのおきてや知恵が本当に良いものかどうか疑うようになるかもしれません。（ヤコ 1:5-8）そして，自分にとってあまり重要に思えないことについては，エホバに従わなくなるかもしれません。そうしたことをしても何も悪いことが起きないように思えると，その人は平気でエホバのおきてを破るようになっていくでしょう。そうした見せ掛けの崇拝はエホバに受け入れられません。（伝 8:11）それで，私たちは全ての点で正直でいたいと思います。

 9. イエスが初めてナタナエルに会った時のことから何が学べますか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



9 イエスが初めてナタナエルに会った時のことから，正直な心を持つことの大切さを学べます。フィリポが友人のナタナエルをイエスに会わせようと連れてきた時のことです。イエスはそれまで一度もナタナエルに会ったことがなかったのに，「見なさい，まさにイスラエル人，心に偽りがない人です」と言いました。（ヨハ 1:47）イエスはほかの弟子たちのことも正直な人と見ていたはずです。でも，ナタナエルが特に正直な人であることに注目しました。ナタナエルも私たちのように完璧な人ではありませんでしたが，素直で心が全く正直な人でした。イエスはそのことでナタナエルを褒めました。私たちもイエスからそんなふうに言ってもらえたら，とてもうれしいのではないでしょうか。



[image: フィリポが手をイエスの方に向けながら話している。]

フィリポが友人のナタナエルを紹介すると，イエスはナタナエルのことを「心に偽りがない人」と言った。私たちもそんなふうに言ってもらえるだろうか。（9節を参照。）







10. どんなことを話すかに注意するべきなのはどうしてですか。（ヤコブ 1:26）


あなたの答え



10 詩編 15編で挙げられていることの多くは，私たちが人にどう接するかと関係があります。詩編 15編3節によると，エホバの天幕にいる人は「中傷せず，周りの人に何も悪いことをせず，友をけな」しません。そういうことをしてしまうなら，周りの人をひどく傷つけることになり，エホバの天幕にとどまれなくなってしまいます。（ヤコブ 1:26を読む。）

11. 中傷とは何ですか。それをやめようとしない人はどうなりますか。


あなたの答え



11 詩編作者は中傷について書いています。中傷とは，誰かの評判を損なうようなうそを言うことです。そうしたことを続け，改めようとしない人は，クリスチャン会衆から除かれることになります。（エレ 17:10）

12-13. 意図せずに仲間をけなすことになりかねないどんな状況がありますか。（写真も参照。）


あなたの答え



12 詩編 15編3節によると，エホバの天幕にいる人は周りの人に何も悪いことをせず，友をけなしません。それにはどんなことが関係しているでしょうか。

13 ネガティブな情報を広めて，意図せずに誰かをけなしてしまうということがあり得ます。例えば，（1）ある姉妹が全時間奉仕を中断したとき，（2）ある夫婦がベテル奉仕者でなくなったとき，（3）ある兄弟が長老や援助奉仕者でなくなったときなどです。そうした調整の理由についてあれこれと考えてほかの人と話すのは適切なことでしょうか。私たちが知らない理由もいろいろあるはずです。エホバの天幕の中にいる人は「周りの人に何も悪いことをせず，友をけな」しません。



[image: 集会中に2人の兄弟が会話している。その1人が顔をしかめて，ステージで話をしている兄弟の方を指さしている。]

ネガティブな情報は広まりやすく，中傷に発展してしまうことがある。（12-13節を参照。）







エホバを畏れる人を敬う人

14. 「卑劣な人」を退けるとはどういうことですか。


あなたの答え



14 詩編 15編4節には，エホバの友は「卑劣な人を退け」るとあります。どうすればそういう人を見分けられますか。自分の考えや好みで判断することはできません。私たちは完璧ではないので，ただ感情に流されて，自分と個性の合う人を好きになったり，そうでない人にいらいらしたりすることがあるからです。それで私たちは，エホバから見て「卑劣な」行いをしている人だけを退けるべきです。（コリ一 5:11）それには，悪い行いを改めようとしない人や，私たちの信じていることの価値を認めようとしない人，またエホバとの絆を壊そうとする人が含まれます。（格 13:20）

15. 「エホバを畏れる人」をどのように敬うことができますか。


あなたの答え



15 一方，詩編 15編4節は，「エホバを畏れる人」を敬うことを勧めています。それで，私たちはエホバの友を敬い，親切にするようにします。（ロマ 12:10）そうする1つの方法は，同じ4節に書かれている通り，「損失を被るとしても約束を破らない」ようにすることです。約束を破るなら，相手を傷つけることになってしまいます。（マタ 5:37）エホバは，夫婦に結婚の誓いを守ることを期待しています。また，子供との約束を一生懸命に果たそうとする親のことを喜んでいるはずです。私たちは神と人を愛しているので，ベストを尽くして約束を守りたいと思います。

16. エホバの友を敬うために，ほかにもどんなことができますか。


あなたの答え



16 ほかにも，よくもてなし，惜しみなく与えることによって，エホバの友を敬うことができます。（ロマ 12:13）集会や奉仕の時以外にも兄弟姉妹と一緒に楽しく時間を過ごすなら，友情が深まり，エホバとの絆も強くなります。仲間をもてなすなら，エホバに倣っていることにもなります。

お金を愛するような生き方をしない人

17. 詩編 15編で，お金について書かれているのはどうしてですか。


あなたの答え



17 エホバの天幕にとどまる人は「お金を貸すときに利息を取らず，罪のない人を陥れる賄賂を受け取」りません。（詩 15:5）ここでお金について書かれているのはどうしてでしょうか。お金に対してバランスの欠けた見方をするなら，周りの人を傷つけたりエホバとの友情を失ったりすることになりかねないからです。（テモ一 6:10）聖書時代，貧しい仲間にお金を貸すときに利息を取ってもうける人たちがいました。また，裁判人が賄賂を受け取って無実の人を不公平に扱うこともありました。エホバはそうした行いが大嫌いです。（エゼ 22:12）

18. どんな質問について考えると，お金に対する自分の見方を分析できますか。（ヘブライ 13:5）


あなたの答え



18 お金に対する自分の見方を分析してみるのは良いことです。「お金のことや買いたい物のことばかり考えているだろうか。お金を借りた時，どうせ返さなくてもあの人なら困らないだろうと思って，なかなか返さないことがあるだろうか。お金があることで優越感に浸ったり，逆にけちになったりしていないだろうか。たくさんお金を持っている兄弟姉妹のことを，お金を愛している人と決め付けていないだろうか。裕福な人とは仲良くして，お金のない人にはそっけない態度を取っていないだろうか」。私たちには，エホバの友になれるという素晴らしい機会があります。ですから，お金を愛するような生き方をしないことによってエホバとの絆を守り，エホバの天幕にとどまりましょう。そうすれば，エホバは私たちを決して見捨てません。（ヘブライ 13:5を読む。）

エホバは友を大切にする

19. 詩編 15編で挙げられていることを行うようエホバが願っているのはどうしてですか。


あなたの答え



19 詩編 15編は，「こういう人は決して動揺させられることがない」という言葉で終わっています。（詩 15:5）この言葉から，私たちに対するエホバの気持ちが分かります。エホバが私たちにこの詩編で挙げられていることを行ってほしいと思っているのは，私たちの幸せを願っているからです。それで，エホバが教えていることに従うなら，私たちはより良い人生を送り，エホバに守ってもらうことができます。（イザ 48:17）

20. エホバの天幕に招き入れられた人たちにはどんな素晴らしい将来がありますか。


あなたの答え



20 エホバの天幕に招き入れられた人たちには素晴らしい将来があります。天に行くよう選ばれた人たちは，天にあるイエスが整えた場所に住むことができます。（ヨハ 14:2）地球で生きる希望を持つ人たちは，啓示 21章3節の約束が実現するのを楽しみにしています。私たちはみんなエホバからの温かい招待を受けていることを本当にうれしく思います。その招待を受け入れるなら，エホバの友達として，エホバの天幕にずっととどまることができるのです。



どんなことを学びましたか


	  「非難されるところがなく，正しいことを行[う]」人とはどんな人ですか。


あなたの答え





	  どうすればエホバを畏れる人を傷つけるのではなく，敬うことができますか。


あなたの答え





	  お金に対するバランスの取れた見方が大切なのはどうしてですか。


あなたの答え












39番の歌 神の前で良い名を得る





^ （詩 15:1） エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。

または，「でもてなされる」。


^ （詩 15:1-5） エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。  2 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。  3 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。  4 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。  5 お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「でもてなされる」。
または，「忠誠を尽くし」。
または，「辱めない」。
直訳，「誓い」。
または，「よろける」。


^  （詩 15:0-5） ダビデの歌。 15 エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。  2 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。  3 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。  4 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。  5 お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「でもてなされる」。
または，「忠誠を尽くし」。
または，「辱めない」。
直訳，「誓い」。
または，「よろける」。


^  （詩 15:1-5） エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。  2 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。  3 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。  4 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。  5 お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「でもてなされる」。
または，「忠誠を尽くし」。
または，「辱めない」。
直訳，「誓い」。
または，「よろける」。


^  （詩 15:0-5） ダビデの歌。 15 エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。  2 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。  3 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。  4 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。  5 お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「でもてなされる」。
または，「忠誠を尽くし」。
または，「辱めない」。
直訳，「誓い」。
または，「よろける」。


^  （詩 15:1） エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。

または，「でもてなされる」。


^  （サム二 6:17） こうしてエホバの箱は運び入れられ，ダビデが箱のために張った天幕の中の所定の位置に置かれた。その後ダビデはエホバの前で全焼の捧げ物と共食の犠牲を捧げた。



^ （詩 15:0-5） ダビデの歌。 15 エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。  2 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。  3 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。  4 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。  5 お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「でもてなされる」。
または，「忠誠を尽くし」。
または，「辱めない」。
直訳，「誓い」。
または，「よろける」。


^  （詩 15:0-5） ダビデの歌。 15 エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。  2 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。  3 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。  4 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。  5 お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「でもてなされる」。
または，「忠誠を尽くし」。
または，「辱めない」。
直訳，「誓い」。
または，「よろける」。


^ （イザ 48:1） ヤコブの子孫よ，これを聞け。 イスラエルの名を名乗り， ユダの泉から出た*人たちよ。 エホバの名に懸けて誓い， イスラエルの神に呼び掛けるが， 誠実さや正しさに欠ける人たちよ。

もしかすると，「の子孫である」。


^  （詩 15:2） 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。

または，「忠誠を尽くし」。


^  （イザ 48:1） ヤコブの子孫よ，これを聞け。 イスラエルの名を名乗り， ユダの泉から出た*人たちよ。 エホバの名に懸けて誓い， イスラエルの神に呼び掛けるが， 誠実さや正しさに欠ける人たちよ。

もしかすると，「の子孫である」。


^  （サム一 15:22） サムエルは言った。「エホバの言うことに従うよりも，動物を焼いて捧げた方が，エホバは喜んでくださるのでしょうか。いいですか。犠牲よりも，従うことが重要であり，雄羊の脂肪よりも，注意を払うことが重要なのです。



^  （格 3:6） どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。



^  （伝 12:13， 14） 全てを聞いた今，結論はこうだ。真の神を畏れ，その方のおきてを守りなさい。人の務めはそれに尽きる。 14 真の神は，人からは見えない事も含め，あらゆる行いについて，その善悪を裁くからだ。



^  （ヨハ 14:23） イエスは答えた。「私を愛する人は私の言葉を守ります。私の父はその人を愛し，私たちはその人の所に行って一緒にいます。



^  （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^ （ヘブ 6:10-12） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。 11 私たちは，皆さん一人一人が同じ勤勉さを示し続けて，希望に対する揺るぎない確信を最後まで保ってほしいと思っています。 12 怠けたりせず，信仰と辛抱のゆえに約束のものを受ける人たちに倣ってほしいのです。



^  （ヘブ 6:10-12） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。 11 私たちは，皆さん一人一人が同じ勤勉さを示し続けて，希望に対する揺るぎない確信を最後まで保ってほしいと思っています。 12 怠けたりせず，信仰と辛抱のゆえに約束のものを受ける人たちに倣ってほしいのです。



^  （ガラ 6:9） それで，諦めずに立派なことを行い続けましょう。諦めない*なら，やがて刈り取ることになります。

または，「疲れ果ててしまわない」。


^  （詩 15:2） 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。

または，「忠誠を尽くし」。


^  （ヘブ 13:18） 私たちのために祈り続けてください。私たちは，鋭敏な*良心を持っていると信じており，何事においても正直に行動したいと願っています。

または，「曇りのない」，「正直な」。


^  （格 3:32） エホバは，欺く人をひどく嫌い， 正直な人たちを親しい友とするからである。



^  （イザ 29:13） エホバはこう言う。 「この民は口では私に近づくと言い， 唇で私を敬うが， 心は私から遠く離れている。 彼らが私を畏れるのは，人間の命令を教え込まれたからにすぎない。



^  （ヤコ 1:5-8） 皆さんの中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求め続けてください。神はとがめたり*せず，全ての人に惜しみなく与えてくださるからです。求め続ければ与えられます。 6 ただし，少しも疑わず，信仰を持って求め続けなければなりません。疑う人は，風に吹かれて揺れ動く海の波のようです。 7 そういう人は，エホバ*から何かを頂けると思ってはなりません。 8 その人は優柔不断で，何をするにも不安定です。

または，「あら探しをしたり」。
付録A5参照。


^  （伝 8:11） 悪い行いに対する刑罰が速やかに下されていない。それで人は平気で悪を行うようになっている。



^  （ヨハ 1:47） イエスは，ナタナエルがやって来るのを見て，彼についてこう言った。「見なさい，まさにイスラエル人，心に偽りがない人です」。



^ （ヤコ 1:26） 自分は神を崇拝している*と思っていても，舌*を制御して*いないなら，その人は自分の心を欺いています。その人の崇拝は無意味です。

または，「信心深い」。
または，「言葉」。
または，「にくつわを掛けて」。


^  （詩 15:0-5） ダビデの歌。 15 エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。  2 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。  3 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。  4 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。  5 お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「でもてなされる」。
または，「忠誠を尽くし」。
または，「辱めない」。
直訳，「誓い」。
または，「よろける」。


^  （詩 15:3） 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。

または，「辱めない」。


^  （ヤコ 1:26） 自分は神を崇拝している*と思っていても，舌*を制御して*いないなら，その人は自分の心を欺いています。その人の崇拝は無意味です。

または，「信心深い」。
または，「言葉」。
または，「にくつわを掛けて」。


^  （エレ 17:10） 私エホバは，心を探り， 奥底の考え*を調べている。 一人一人に，生き方に応じて， 行ったことに応じて報いるために。

または，「奥底の感情」。直訳，「腎臓」。


^  （詩 15:3） 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。

または，「辱めない」。


^  （詩 15:4） 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。

直訳，「誓い」。


^  （コリ一 5:11） それで，私は今こう書きます。兄弟と呼ばれる人で，性的に不道徳な人*，貪欲な人，偶像を崇拝する人，ののしる人，酩酊する人，脅し取る人がいれば，そのような人とは接するのをやめなさい。一緒に食事をしてもなりません。

用語集の「性的不道徳」参照。


^  （格 13:20） 賢い人たちと共に歩むと賢くなり， 愚かな人たちと関わり合うと苦しい目に遭う。



^  （詩 15:4） 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。

直訳，「誓い」。


^  （ロマ 12:10） 兄弟愛を抱いて，優しい愛情を示し合いましょう。自分の方から進んで人を敬ってください。



^  （詩 15:4） 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。

直訳，「誓い」。


^  （マタ 5:37） ただ，『はい』は，はいを，『いいえ』は，いいえを意味するようにしなさい。それ以上のことは邪悪な者*から出るのです。

もしかすると，「邪悪なこと」。


^  （ロマ 12:13） 困っている聖なる人たちと分け合ってください。人をもてなすことに努めましょう。



^ （詩 15:0-5） ダビデの歌。 15 エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。  2 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。  3 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。  4 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。  5 お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「でもてなされる」。
または，「忠誠を尽くし」。
または，「辱めない」。
直訳，「誓い」。
または，「よろける」。


^  （詩 15:5） お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「よろける」。


^  （テモ一 6:10） お金を愛することは，あらゆる悪い事柄の根なのです。ある人たちはこの愛にとらわれて信仰を失い*，多くの苦痛を身に招き*ました。

または，「クリスチャンの信条から迷い出」。
直訳，「多くの苦痛で自分の全身を刺し」。


^  （エゼ 22:12） あなたの中で，人々は賄賂を受け取って血を流す*。あなたは利息を取ったり，もうけのために*貸したりし，隣人から脅し取る。あなたは私をすっかり忘れてしまった』と，主権者である主エホバは宣言する。

または，「人を殺す」。
または，「高利で」。


^ （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。



^  （ヘブ 13:5） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。



^ （詩 15:0-5） ダビデの歌。 15 エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。  2 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。  3 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。  4 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。  5 お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「でもてなされる」。
または，「忠誠を尽くし」。
または，「辱めない」。
直訳，「誓い」。
または，「よろける」。


^  （詩 15:0-5） ダビデの歌。 15 エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。  2 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。  3 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。  4 卑劣な人を退け， エホバを畏れる人を敬い， 損失を被るとしても約束*を破らない人。  5 お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「でもてなされる」。
または，「忠誠を尽くし」。
または，「辱めない」。
直訳，「誓い」。
または，「よろける」。


^  （詩 15:5） お金を貸すときに利息を取らず， 罪のない人を陥れる賄賂を受け取らない人。 こういう人は決して動揺させられる*ことがない。

または，「よろける」。


^  （イザ 48:17） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。

直訳，「買い戻す」。


^  （ヨハ 14:2） 私の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなかったなら，そのことを告げたことでしょう。私はあなたたちのために場所を整えに行こうとしているのです。



^  （啓 21:3） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。










[image: ベルギー支部のオフィスにいるマルセル･ジレ。]



ライフ･ストーリー

エホバは私の祈りを聞いてくださった

マルセル･ジレ


10歳の時，夜空に瞬く星を見上げていると，ひざまずいて祈りたい気持ちになりました。エホバについて学んだばかりでしたが，祈って一番不安なことを打ち明けました。その時から，「祈りを聞く方」エホバ神と共に歩む人生が始まりました。（詩 65:2）神について知ったばかりだったのにどうして祈ったのか，お話ししたいと思います。





人生を変える出会い


1929年12月22日，私はベルギーのアルデンヌ地方にあるノビルという小さな村で生まれました。バストーニュに近い9つの農場がある村です。子供の頃，農場で両親の手伝いをしたのは楽しい思い出です。毎日弟のレイモンと牛の乳搾りをし，収穫作業を手伝いました。私たちの小さな村では，みんなが助け合って暮らしていたので，強い集団意識がありました。



[image: ]

家族と一緒に農場で働いている。





両親のエミールとアリースは熱心なカトリック教徒で，毎週日曜日にはミサに行っていました。1939年ごろ，イギリスから来た開拓者が私たちの村を訪れて，父に「慰め」誌（現在の「目ざめよ！」誌）の定期購読を勧めました。父はすぐにこれは真理だと気付き，聖書を読み始めました。父がミサに行くのをやめると，それまで仲良くしていた近所の人たちから強く反対されるようになりました。教会に残るよう圧力をかけられ，激しい議論になったことが何度もありました。

父がひどく反対されるのを見るのはとてもつらいことでした。それで冒頭でお話ししたように，助けてくださいとエホバに真剣に祈りました。その後，反対が少しずつ収まっていくのを見て，とてもうれしくなりました。エホバは本当に「祈りを聞く方」なんだと感じました。






戦時中の出来事


1940年5月10日，ナチス･ドイツがベルギーに侵攻し，多くの市民が国外に逃げました。私たち家族は南フランスに避難しました。ドイツ軍とフランス軍が戦っている危険な場所を通っていかなければなりませんでした。

農場に戻ってみると，ほとんどの物が略奪されてしまっていました。残って出迎えてくれたのは犬のボビーだけでした。そういうことを経験して，戦争やつらいことが起きるのはどうしてだろうと考えるようになりました。



[image: 10代の頃のマルセル。]

エホバとの絆が深まった10代の頃。





その頃，忠実な開拓者の長老だったエミール･シュランツ兄弟がよく訪ねてきてくれるようになりました。* 私たち家族にとって，そのことは大きな励みになりました。兄弟は，苦しいことがあるのはどうしてかといった人生に関する疑問に聖書から答えてくれました。エホバとの絆が深まり，エホバが愛の神であることを確信できるようになりました。

戦争は続いていましたが，私たち家族は兄弟たちともっと頻繁に会ったり連絡を取ったりできるようになりました。1943年8月，ジョゼ･ニコラ･ミネ兄弟が農場に来て講演をしてくれました。「バプテスマを受けたい人はいますか」と兄弟が聞くと，父が手を挙げ，私もそうしました。私たちは農場の近くの小さな川でパプテスマを受けました。

1944年12月，ドイツ軍は西部戦線で最後の大規模攻撃を開始しました。それはバルジの戦いとして知られています。私たちは戦闘が行われていた場所の近くに住んでいたので，1カ月ほど地下室に隠れていました。ある日，家畜に餌をあげるために外に出た時，砲弾が飛んできて，家畜小屋の屋根が吹き飛ばされました。近くにいたアメリカ兵が「伏せろ！」と叫びました。それで，その人のそばに走っていって伏せると，自分のヘルメットを私の頭にかぶせて守ってくれました。






エホバとの絆が強まる
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結婚式の日。





戦争が終わった後，私たちがいた所から90㌔ほど北にあるリエージュの会衆と定期的に連絡を取れるようになりました。やがて，バストーニュに聖書研究の小さなグループができました。私は税務に関する仕事に就き，法律について学ぶことができました。その後，公証役場で働きました。1951年にはバストーニュで小規模な巡回大会が開かれ，100人ほどが出席しました。そこでエリー･ロイターというとても熱心な開拓者の姉妹と出会いました。エリーは50㌔も離れた所から自転車でやって来ていました。私たちはすぐに引かれ合い，後に婚約しました。エリーは米国で開かれるギレアデ学校の招待を受け取っていました。でも，その招待を辞退したいと思っていることについて，世界本部に手紙を書きました。当時エホバの証人の活動を監督していたノア兄弟は，もしかするといつか夫婦でギレアデ学校に参加できるかもしれない，という温かい内容の返事を送ってくれました。私たちは1953年2月に結婚しました。
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エリーと息子のセルジュ。





同じ年に，エリーと私はニューヨークのヤンキー･スタジアムで開かれた「新しい世の社会大会」に出席しました。そこで会った兄弟が良い仕事を紹介してくれて，米国に移住しないかと誘ってくれました。私たちはエホバによく祈り，その話を断ることにしました。そして，ベルギーのバストーニュに戻って，伝道者が10人ほどの小さなグループで奉仕することにしました。翌年，セルジュというかわいい男の子が生まれました。でも，残念ながら7カ月後に病気で亡くなってしまいました。私たちは祈って悲しい気持ちをエホバに伝え，復活の希望によって力づけられました。






全時間奉仕


1961年10月，私は開拓奉仕と両立できるパートタイムの仕事を見つけました。でも同じ日に，ベルギーの支部の僕から電話がかかってきて，巡回の僕（現在の巡回監督）として奉仕できないかと尋ねられました。「その割り当てを受ける前に，まず開拓者として奉仕させていただけませんか」と聞いたところ，そうしてもよいことになりました。8カ月間開拓奉仕をしてから，1962年9月に巡回奉仕を始めました。

巡回奉仕を始めて2年たった頃，ブリュッセルにあるベテルで奉仕するよう招待され，1964年10月にそこでの奉仕を始めました。この新しい割り当てをきっかけに，たくさんの素晴らしい経験ができました。1965年にノア兄弟がベテルを訪問してくれました。私はそれからすぐに支部の僕に任命され，びっくりしました。その後，エリーと私はギレアデ学校の第41期のクラスに招待されました。ノア兄弟が13年前に言った通りになったんです。卒業後，ベルギーのベテルに戻りました。






法的権利を守るために闘う


これまでずっと，法律に関する経験や知識を生かして，ヨーロッパや他の場所で崇拝の自由を擁護するために奉仕してきました。（フィリ 1:7）エホバの証人の活動が制限されたり禁止されたりしていた55を超える国の当局者と関わる機会がありました。私は自分の持つ法律の経験に注意を引くのではなく，自分のことを神に仕える者と紹介するようにしました。聖書には，「王[または裁判官]の心はエホバの手にある水の流れのようだ。神はそれをどこへでも意のままに導く」とあります。（格 21:1）それで，いつもエホバに祈って頼るようにしました。

欧州議会の議員と話した時のことはとても印象に残っています。何度も面会をお願いし，やっと応じてくれました。議員は「5分だけですよ。それ以上は無理です」と言いました。私が下を向いて祈り始めると，その人は私が何をしているのかを気にして尋ねてきました。それで頭を上げてこう言いました。「私は神に感謝していたんです。あなたは神の奉仕者だからです」。どういう意味なのか尋ねられたので，ローマ 13章4節を開いて見せました。その人はプロテスタントの信者だったので，この聖句を見て興味が湧いたようです。その後，30分もいい話し合いをすることができました。そして私たちの活動に敬意を示してくれました。

長年エホバの証人は，ヨーロッパでたくさんの法的な闘いをしてきました。その中には，クリスチャンの中立，親権，税金に関するものがあります。そのような機会に，エホバが物事を導いてくださり，良い結果になるのを直接見ることができたのは，本当に貴重な経験でした。エホバの証人はヨーロッパ人権裁判所で140件以上の勝訴を得てきました。






キューバでより自由に活動できるようになる


1990年代，私は世界本部のフィリップ･ブラムリー兄弟とイタリアのバルテル･ファルネティ兄弟と一緒に働き，活動が制限されていたキューバの兄弟たちがもっと自由にエホバを崇拝できるよう助けました。私はベルギーにあるキューバ大使館に手紙を書き，その後，担当者と面会しました。私たちの活動が制限されるきっかけになった誤解を解こうとしましたが，初めの何度かの会合ではほとんど進展が見られませんでした。
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1990年代にキューバに行った時にフィリップ･ブラムリーとバルテル･ファルネティと撮った写真。





エホバに導きを求めて祈った後，キューバに5000冊の聖書を送る許可を申請し，それは承認されました。聖書はキューバに届き，兄弟たちに配布されました。私たちの努力をエホバが後押ししてくださっていることがよく分かりました。それで，さらに2万7500冊の聖書を送る許可を求めたところ，それも承認されました。キューバの兄弟姉妹が自分用の聖書を持てるように助けることができて，本当にうれしかったです。

兄弟姉妹の活動に関する法的な自由をさらに得るため，キューバへ何度も行きました。その中で，多くの政府当局者と良い関係を築くことができました。






ルワンダの兄弟たちをサポートする


1994年，ルワンダで起きたツチ人の大虐殺で100万人以上が命を落としました。残念なことに，犠牲になった兄弟姉妹もいました。人道支援を行うため，すぐに兄弟たちのグループが組織されました。

私たちが首都のキガリに到着して支部事務所や文書集積所に行くと，そこは銃弾で穴だらけになっていました。多くの兄弟姉妹がなたで殺されたという悲惨な出来事についても聞きました。でも，兄弟たちが互いに愛を示し合った様子も聞くことができました。例えば，私たちが会ったツチ人の兄弟は，フツ人のエホバの証人の家族にかくまってもらい，28日間穴の中で過ごしました。私たちは，キガリで開かれた集まりで，900人を超える兄弟姉妹に聖書から慰めとなる話をしました。



[image: 1. ぼろぼろになったハードカバーの本。2. マルセルと2人の兄弟。周りには救援物資が積まれている。]

左: 翻訳事務所が銃撃を受けた時に破損した本。

右: 救援物資に関連した仕事をしている。





次に，国境を越えてザイール（現在のコンゴ民主共和国）に入り，ゴマ市の近くにある難民キャンプに避難している大勢のルワンダのエホバの証人を探しました。見つけることができなかったので，「ルワンダの兄弟たちに会わせてください」とエホバに祈りました。すると，こちらに向かって歩いてくる男性がいたので，その人に誰かエホバの証人を知らないか尋ねました。その人は「私がそうです」と答え，「救援委員会の所にお連れします」と言ってくれました。私たちは救援委員会の兄弟たちとの会合で励まし合った後，避難している1600人ほどの兄弟姉妹に会い，聖書を使って慰め，力づけました。さらに，統治体から預かった手紙を読みました。「皆さんのことをいつも祈っています。私たちはエホバが皆さんを見捨てないことを確信しています」。統治体のこの言葉を聞いて，兄弟姉妹は深く感動しました。そしてエホバはその通りにしてくださいました。今ではルワンダに3万人を超える兄弟姉妹がいて，楽しく奉仕しています。






ずっとエホバに仕える


2011年のことですが，結婚してからもう少しで58年という時に妻のエリーが亡くなりました。祈って悲しい気持ちをエホバに伝えると，エホバは慰めてくださいました。周りの人に王国の良い知らせを伝えることからも元気をもらっています。

90代になりましたが，毎週宣教に参加することができています。そして，ベルギー支部の法律部門の仕事をサポートし，自分が経験したことを仲間に伝え，ベテル家族の若い兄弟姉妹を元気づけることができて，うれしく思っています。

84年前，初めてエホバに祈りました。それがエホバとの友情を深める素晴らしい人生の始まりでした。これまでずっとエホバが私の祈りを聞いてくださったことに感謝しています。（詩 66:19）*







^  エミール･シュランツのライフ･ストーリーは「ものみの塔」1976年7月15日号442-446ページに載せられています。


^  マルセル･ジレ兄弟は，この記事の準備中だった2023年2月4日に亡くなりました。






^ （詩 65:2） 祈りを聞く方，あなたのもとにあらゆる人が来ます。



^ （フィリ 1:7） 皆さんについてそのように考えるのは全く正しいことです。皆さんは私の心の中にいます。私と共に，神の惜しみない親切に促されて行動しているからです。拘禁されている私を支えてくれていますし，良い知らせを擁護し，その知らせを広める法的権利を得るために，協力してくれています。



^ （格 21:1） 王の心はエホバの手にある水の流れのようだ。 神はそれをどこへでも意のままに導く。



^ （ロマ 13:4） 権威者は神の奉仕者であり，あなたのために働きます。しかし，もしあなたが悪いことを行っているのであれば，恐れるべきです。権威者は目的もなく剣を帯びているわけではないからです。神の奉仕者なのであり，悪いことを行い続ける人に憤りを表明する復讐者なのです。



^ （詩 66:19） しかし神は聞いてくださった。 私の祈りに注意を払ってくださった。








読者からの質問



詩編 12編7節で神が守ると言われているのが，5節に出てくる「苦しむ人」のことだといえるのはどうしてですか。

幾つかの聖書翻訳ではこの聖句が，神はご自分の言葉を守るというふうに訳されています。しかし文脈からすると，この聖句は神が苦しむ人たちを守ることについて言っています。

詩編 12編1-4節には「信頼できる人[が]人々の中から消えうせ」たことが書かれています。続く5-7節はこうなっています。


「エホバは言う。『苦しむ人が虐げられ，

貧しい人がため息をついている。

私は立ち上がって行動しよう。

侮辱する人から彼らを救おう』。

エホバの言葉は清い。

炉で精錬され，7回純化された銀のようだ。

エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。

彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる」。



5節には，「苦しむ人」たちについて神が語った言葉が書かれています。その人たちを救うという言葉です。

6節には，「エホバの言葉は清」く「純化された銀のようだ」とあります。神を畏れるクリスチャンは皆，同じように感じています。（詩 18:30; 119:140）

そして7節に続きます。「エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる」。ここで「彼ら」と訳されている言葉は，ヘブライ語のマソラ本文では人以外のものにも使える言葉が使われています。それで翻訳によってはこの節の前半が，神はご自分の言葉を守る，という意味合いになっています。

そのように訳すべきだと考えるのは，この節の直前が神の「言葉」についての話だからでしょう。確かに神は，ご自分の言葉が書かれた聖書を抹殺されないように守ってきました。（イザ 40:8。ペテ一 1:25）

とはいえ5節にあるように，神が「苦しむ人」を守るというのも確かです。エホバはこれまでも「虐げられ」ている人を救ってきましたし，これからもそうします。（ヨブ 36:15。詩 6:4; 31:1，2; 54:7; 145:20）

では，7節で神が守ると言われているのはどちらのことでしょうか。

詩編 12編全体の内容からすると，「苦しむ人」を守ることについて言われているようです。

1節と2節には，人々がうそばかり言うので，神に忠実に仕える正しい人たちが苦しんでいるということが書かれています。続く節には，エホバがうそやお世辞ばかり言う人を処罰するとあります。そしてエホバの言葉は清いので，エホバは必ずご自分に仕える人のために行動すると確証しています。

ですから7節は，エホバが悪い人に苦しめられている人たちを守ることについて言っていると分かります。

さらに別の点として，ギリシャ語セプトゥアギンタ訳では，節の前半も後半も，神が「私たちを」守ると訳されていて，ご自分の言葉ではなくご自分に仕える人を守ることについて言っていることがはっきりしています。また7節の後半に，神に仕える正しい人の「一人一人」が，堕落へと進んでいく「この世代の人々から」保護されるとあることからも，そう結論できます。（詩 12:7，8）アラム語タルグムでは，7節がこのように訳されています。「主よ，あなたは正しい人たちを守り，彼らをこの世代から永遠に保護します」。このことからも詩編 12編7節は神の言葉について言っているのではないと分かります。

この聖句は，神が正しい人を守るために行動するという希望を与えてくれる言葉なのです。







^ （詩 12:7） エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。 彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる。



^ （詩 12:5） エホバは言う。「苦しむ人が虐げられ， 貧しい人がため息をついている。 私は立ち上がって行動しよう。 侮辱する人から彼らを救おう」。



^  （詩 12:1-4） エホバ，私を救ってください。忠実な*人はもうおらず， 信頼できる人は人々の中から消えうせました。  2 人々は互いにうそを語り， お世辞を言い*，人を欺く*。  3 エホバは，お世辞を言う唇と， 大いに誇る舌を取り除く。  4 このように言う人々を。「私たちは舌で優位に立つ。 自分の思うままに唇で語る。 誰も私たちの主人とはなれない」。

または，「揺るぎない思いを抱く」。
直訳，「滑らかな唇で話し」。
直訳，「心と心で話す」。


^  （詩 12:5-7） エホバは言う。「苦しむ人が虐げられ， 貧しい人がため息をついている。 私は立ち上がって行動しよう。 侮辱する人から彼らを救おう」。  6 エホバの言葉は清い。 炉*で精錬され，7回純化された銀のようだ。  7 エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。 彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる。

もしかすると，「地面に据えられた精錬用の炉」。


^  （詩 12:5） エホバは言う。「苦しむ人が虐げられ， 貧しい人がため息をついている。 私は立ち上がって行動しよう。 侮辱する人から彼らを救おう」。



^  （詩 12:6） エホバの言葉は清い。 炉*で精錬され，7回純化された銀のようだ。

もしかすると，「地面に据えられた精錬用の炉」。


^  （詩 18:30） 真の神の道は完全， エホバの言葉は精錬されたもの。 神のもとに逃れるなら，神は盾となってくださる。



^  （詩 119:140） あなたの言葉は徹底的に精錬されたもの。 私はそれを愛する。



^  （詩 12:7） エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。 彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる。



^  （イザ 40:8） 青草は干からび，花は枯れる。 しかし，私たちの神の言葉は永遠に存続する」。



^  （ペテ一 1:25） しかし，エホバ*の言葉は永遠に存続する」。この「言葉」が，皆さんに伝えられた良い知らせです。

付録A5参照。


^  （詩 12:5） エホバは言う。「苦しむ人が虐げられ， 貧しい人がため息をついている。 私は立ち上がって行動しよう。 侮辱する人から彼らを救おう」。



^  （ヨブ 36:15） 神は，苦しむ人たちをその苦悩から助け出します。 その人たちが虐げられている時に，その人たちの耳を開きます。



^  （詩 6:4） エホバ，帰ってきて私を助け出してください。 揺るぎない愛を示し，私を救ってください。



^  （詩 31:1， 2） エホバ，私はあなたのもとに避難しました。 私が恥をかかないようにしてください。 助け出してください。あなたは正しい方だからです。  2 耳を傾けて*ください。 急いで助けに来てください。 私のために岩のとりでとなってください。 私を救う防備された場所となってください。

または，「かがみ込んで聞いて」。


^  （詩 54:7） 神はあらゆる苦難から救ってくださいます。 私は勝ち誇って敵を見ます。



^  （詩 145:20） エホバはご自分を愛する全ての人を守り， 悪人全てを滅ぼす。



^  （詩 12:7） エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。 彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる。



^  （詩 12:0-8） 指揮者へ。シェミニト*調に合わせて。ダビデの歌。 12 エホバ，私を救ってください。忠実な*人はもうおらず， 信頼できる人は人々の中から消えうせました。  2 人々は互いにうそを語り， お世辞を言い*，人を欺く*。  3 エホバは，お世辞を言う唇と， 大いに誇る舌を取り除く。  4 このように言う人々を。「私たちは舌で優位に立つ。 自分の思うままに唇で語る。 誰も私たちの主人とはなれない」。  5 エホバは言う。「苦しむ人が虐げられ， 貧しい人がため息をついている。 私は立ち上がって行動しよう。 侮辱する人から彼らを救おう」。  6 エホバの言葉は清い。 炉*で精錬され，7回純化された銀のようだ。  7 エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。 彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる。  8 悪人は気ままに歩き回る。 人々が堕落へと進んでいるのをいいことに。

用語集参照。
または，「揺るぎない思いを抱く」。
直訳，「滑らかな唇で話し」。
直訳，「心と心で話す」。
もしかすると，「地面に据えられた精錬用の炉」。


^  （詩 12:1） エホバ，私を救ってください。忠実な*人はもうおらず， 信頼できる人は人々の中から消えうせました。

または，「揺るぎない思いを抱く」。


^  （詩 12:2） 人々は互いにうそを語り， お世辞を言い*，人を欺く*。

直訳，「滑らかな唇で話し」。
直訳，「心と心で話す」。


^  （詩 12:7） エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。 彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる。



^  （詩 12:7） エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。 彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる。



^  （詩 12:7， 8） エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。 彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる。  8 悪人は気ままに歩き回る。 人々が堕落へと進んでいるのをいいことに。



^  （詩 12:7） エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。 彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる。



^  （詩 12:7） エホバ，あなたが彼らを守ってくださる。 彼ら一人一人をこの世代の人々から永遠に保護してくださる。









研究記事25




7番の歌 エホバは私たちの力



エホバは「生きている神」



「エホバは生きている」。詩編 18:46




ポイント

私たちが崇拝しているのは「生きている神」です。そのことを心に留めておくのはとても大切です。




 1. エホバの証人が問題に直面してもエホバに仕え続ける上で，どんなことが役立っていますか。


あなたの答え



聖書は今の時代を「困難で危機的な時」と表現しています。（テモ二 3:1）それで誰もが問題を抱えていますが，エホバの証人はそうした問題に加えて反対や迫害を経験することがあります。そのような大変な状況の中でも，私たちはエホバに仕え続けることができています。エホバが「生きている神」であることを，経験を通して知っているからです。（エレ 10:10。テモ二 1:12）

 2. エホバが生きている神であるといえるのはどうしてですか。


あなたの答え



2 エホバは現実の存在です。私たちが試練に遭う時に支え，いつでも助けようとしてくれています。（代二 16:9。詩 23:4）エホバが生きている神であることを考えると，どんな試練が来ても忍耐する助けになります。ダビデの例を考えてみましょう。

 3. ダビデはどういう意味で「エホバは生きている」と言いましたか。


あなたの答え



3 ダビデはエホバのことをよく知っていて，エホバに頼りました。サウル王が率いる敵たちに命を狙われていた時，助けを求めてエホバに祈りました。（詩 18:6）その祈りが聞かれてエホバに助け出された後，「エホバは生きている」と言いました。（詩 18:46）ここでダビデは，単にエホバが存在していると言っていたわけではありません。ある文献によると，ダビデはエホバについて，「ご自分に仕える人たちのためにいつでも行動する生きている神」であるという確信を言い表していました。ダビデは自分の経験を通して，エホバが生きていることを実感しました。そしてその確信は，エホバに仕え，エホバを賛美したいという決意を強めるものになりました。（詩 18:28，29，49）

 4. エホバが生きている神であることをいつも考えているなら，どんな良いことがありますか。


あなたの答え



4 エホバが生きている神であることを確信しているなら，エホバに熱い心で仕えることができます。試練を忍耐する力が湧き，一生懸命奉仕を続けたいという気持ちになります。また，エホバから離れないという決意を強めることができます。

生きている神エホバは力づけてくれる

 5. どんなことを考えると，試練に遭っても大丈夫だと思えますか。（フィリピ 4:13）


あなたの答え



5 エホバが生きていて何があっても助けてくれることを忘れないでいるなら，どんな試練も忍耐できます。エホバにとって難し過ぎる問題はありません。エホバは全能者で，私たちに忍耐する力を与えることができます。（フィリピ 4:13を読む。） それで，エホバが助けてくれることを確信できます。試練に遭った時にエホバの助けを実感すると，もっと大きな試練に直面しても大丈夫だと思えるようになります。

 6. ダビデは若い頃に，エホバへの信頼を強めるどんな経験をしましたか。


あなたの答え



6 ダビデがエホバへの確信を深めた出来事について考えてみましょう。ダビデが若い頃に父親の羊の世話をしていた時，熊やライオンがやって来て群れから羊を奪っていったことがありました。どちらの場合も，ダビデは勇敢に後を追い掛けて羊を助け出しました。でも，ダビデはそのことを自分の手柄にはしませんでした。エホバが自分に力を与えてくださったことを知っていたからです。（サム一 17:34-37）ダビデはこうした経験を決して忘れませんでした。そのことについてじっくり考え，生きている神エホバがこれからも力を与えてくださるという確信を強めることができました。

 7. ダビデはどんな見方をしていたので，ゴリアテに立ち向かうことができましたか。


あなたの答え



7 ダビデは後に，おそらくまだ10代の頃，イスラエルの陣営に出掛けていきました。兵士たちは，フィリスティア人の巨人ゴリアテが「イスラエルの戦列をあざけ」るのを聞いておびえていました。（サム一 17:10，11，脚注）その巨人やあざけりの言葉に注目したので恐れてしまったのです。（サム一 17:24，25）でもダビデの見方は違いました。ダビデは，イスラエル軍をあざけっているゴリアテが実際のところは「生きている神の戦列」をあざけっている，ということを分かっていました。（サム一 17:26）ダビデは何よりもエホバのことを考えていました。羊の世話をしていた時にエホバの助けを経験していたので，今回も助けてくれると信じていました。そして，神の支えを確信してゴリアテに立ち向かい，勝利しました。（サム一 17:45-51）

 8. 試練に遭ってもエホバに目を向け続けるために，何ができますか。（写真も参照。）


あなたの答え



8 私たちも，生きている神エホバがいつでも助けてくれることを覚えているなら，試練を忍耐できます。（詩 118:6）エホバがこれまでしてきたことを考えると，そのことへの確信が深まります。聖書を読んで，エホバがご自分に仕える人たちをどのように救ったかに注目しましょう。（イザ 37:17，33-37）jw.orgのウェブサイトの報告を見ると，エホバが現代の兄弟姉妹をどのように支えてきたかも知ることができます。自分自身のためにエホバがどのように行動してくださったかを思い出すことも大切です。熊やライオンを倒すというような劇的な経験をしたことがなくても大丈夫です。エホバは私たちのためにいろいろなことをしてくださっています。ご自分の友になるよう引き寄せてくださいました。（ヨハ 6:44）私たちが今エホバに仕えることができているのも，ひとえにエホバのおかげです。祈りが聞かれたこと，ぴったりのタイミングで助けてもらったこと，大変な時に支えてもらったことを思い出せるようエホバに祈りましょう。そうしたことを考えるなら，エホバがこれからも私たちのために行動してくれるという確信が深まります。



[image: 刑務所に入れられた2人の兄弟たちがベッドに座って話している。後ろの壁にはカードや手紙や絵が貼ってある。]

自分が経験している問題をどのように見ますか。（8-9節を参照。）







 9. 試練についてどんな見方ができますか。（格言 27:11）


あなたの答え



9 エホバを生きている現実の存在と見ることは，試練に対する正しい見方を持つ上で助けになります。自分が経験している問題を，エホバと悪魔サタンが関わる大きな問題の一部と見ることができます。サタンは私たちについて，つらい経験をするとエホバから離れるだろうと主張しています。（ヨブ 1:10，11。格言 27:11を読む。） 私たちが試練に遭ってもエホバから離れないなら，エホバを愛していることを証明し，サタンがうそつきであることを明らかにできます。今，政府からの反対を受けたり，経済的な問題を抱えたりしていますか。伝道してもあまりいい反応がなかったりするでしょうか。そういう難しい状況も，エホバに喜んでもらえるチャンスになるということを忘れないでください。エホバは私たちが耐えられないほどの試練を受けるままには決してされません。（コリ一 10:13）私たちが忍耐できるように力を与えてくださいます。

生きている神エホバは報いを与えてくれる

10. 生きている神エホバはご自分に仕える人にどんなことをしてくれますか。


あなたの答え



10 エホバはご自分に仕える人に報いてくださる方です。（ヘブ 11:6）私たちに今穏やかな心や満足感を与え，将来，永遠の命を与えてくれます。エホバが私たちに報いを与えたいと思っていることや，そうする力を持っていることを私たちは確信しています。そう考えると，一生懸命エホバに仕えたいと思うようになります。エホバに仕えていた昔の人たちもそうでした。そのうちの1人であるテモテの例を考えましょう。（ヘブ 6:10-12）

11. テモテが会衆で一生懸命働くことができたのはどうしてですか。（テモテ第一 4:10）


あなたの答え



11 テモテ第一 4:10を読む。テモテは，生きている神エホバに希望を抱いていました。それで，エホバや仲間のために働くことに全力を尽くしました。どんな努力を払ったでしょうか。テモテは使徒パウロから，教える点やみんなの前で話す点で成長するように勧められました。若者も年長の人も含め，仲間のクリスチャンに対して良い手本になるようにとも言われました。また，必要な場合にははっきりと親切に助言を与えるといった難しい仕事を任されました。（テモ一 4:11-16。テモ二 4:1-5）テモテは，自分のしていることが誰にも気付かれなかったり感謝されなかったりしても，エホバが報いてくれることを確信していたでしょう。（ロマ 2:6，7）

12. 長老たちが一生懸命奉仕する上で，どんな見方は役立ちますか。（写真も参照。）


あなたの答え



12 現代の長老たちも，自分たちが一生懸命働く姿をエホバが見ていて高く評価してくれていることを確信できます。多くの長老たちは，牧羊や教えること，伝道に加え，建設奉仕や災害救援のサポートもしています。患者訪問グループや医療機関連絡委員会で働いている人たちもいます。そのような仕事を行っている長老たちは，会衆を人間のつくった組織とではなくエホバのものと見ています。それで，エホバが必ず報いてくれることを確信し，全力を尽くして奉仕を行います。（コロ 3:23，24）



[image: 夜遅くに2人の長老がビデオ通話をして姉妹を牧羊している。そのうちの1人の長老が聖書を開いて読んでいる。部屋の壁には，建設で使う安全ベストやヘルメット，予定がびっしり書き込まれたカレンダーが掛かっている。]

生きている神エホバは，会衆のために一生懸命働く人に報いてくれる。（12-13節を参照。）







13. 私たち一人一人が払う努力についてエホバはどう感じていますか。


あなたの答え



13 みんなが長老として奉仕しているわけではありません。でも，誰もがエホバのために何かをすることができます。エホバは私たちがベストを尽くすのを見て喜んでくださいます。少額であってもエホバの証人の活動のために寄付をする時，目を留めてくださいます。人前で話すのが苦手でも手を挙げてコメントしようと努力する時，喜んでくれます。いらいらさせられてもそれを見過ごして許そうとする時もそうです。思ったほどできていないと感じるとしても，できていることをエホバは評価してくれるということを覚えていましょう。エホバは頑張っている私たちのことをいとおしく思い，報いてくれます。（ルカ 21:1-4）

生きている神エホバから決して離れない

14. エホバとの強い友情は，正しいことを行う上でどのように助けになりますか。（写真も参照。）


あなたの答え



14 エホバが自分にとって現実の存在であれば，エホバから見て正しいことを行いやすくなります。ヨセフの場合がそうでした。ヨセフは，性的に不道徳なことをきっぱり避けました。自分のすることがエホバの感情に影響を与えることを知っていて，エホバを悲しませることはしたくないと思っていたからです。（創 39:9）エホバを現実の存在として身近に感じるためには，時間を取って祈り，神の言葉である聖書を学ぶ必要があります。そのようにするとエホバとの友情は深まっていきます。ヨセフのようにエホバとの強い絆があれば，エホバが悲しむようなことはしたくないと思うはずです。（ヤコ 4:8）



[image: 1人の若い兄弟が，スマホに夢中になっているクラスメートたちに背を向けてその場から離れている。]

エホバとの強い絆は，エホバから見て正しいことを行う助けになる。（14-15節を参照。）







15. 荒野にいたイスラエル人の例からどんなことを学べますか。（ヘブライ 3:12）


あなたの答え



15 エホバが生きている神であることを忘れると，簡単にエホバから離れてしまいます。荒野にいたイスラエル人の例を考えてみましょう。エホバがいることは分かっていましたが，自分たちが必要としているものをエホバが本当に与えてくれるのかを疑い始めました。「エホバは私たちの中にいるのか，いないのか」とさえ言いました。（出 17:2，7）結局，イスラエル人はエホバに反逆してしまいました。このことは私たちにとって警告となっています。不従順になったイスラエル人のようにならないよう注意しましょう。（ヘブライ 3:12を読む。）

16. どんな時に私たちの信仰は試されますか。


あなたの答え



16 私たちは，エホバから引き離そうとする影響力がある世の中で生活しています。神の存在を認めない人が大勢います。神の基準を無視している人たちが人生を楽しんでいるように見えることがあるかもしれません。そのような時，私たちの信仰は試されます。神の存在を疑うことはないとしても，本当に自分のために行動してくれるんだろうかと考え始めるかもしれません。詩編 73編の作者は，まさにそういう経験をしました。神の律法を無視しているのに人生を楽しんでいる人たちを見て，神に仕えることに意味があるんだろうかと思うようになりました。（詩 73:11-13）

17. エホバから決して離れないようにする上で，どんなことが助けになりますか。


あなたの答え



17 詩編作者はどのようにして正しい見方を取り戻すことができたでしょうか。エホバを忘れて離れていく人たちがどうなるかをじっくり考えました。（詩 73:18，19，27）そして，神に仕えることがどれほどためになるかを考えました。（詩 73:24）私たちも同じようにできます。エホバがこれまで自分のためにどんな素晴らしいことをしてくれたかや，エホバに仕えていなかったら今ごろどうなっていたかを考えましょう。そうすることは忠実にエホバに仕え続ける助けになります。きっと，次のように歌った詩編作者と同じ気持ちになるでしょう。「私にとって，神に近づくのは良いことだ」。（詩 73:28）

18. これから起きることを不安に思う必要がないのはどうしてですか。


あなたの答え



18 終わりの時代にどんなことが起きるとしても，心配は要りません。私たちは「生きている真の神に仕え」ているからです。（テサ一 1:9）エホバは現実の存在で，私たちのことを気遣い，どんな時も助けてくれます。これまでご自分に仕える人たちと一緒にいたように，私たちとも一緒にいてくれます。間もなく，これまで経験したことのない大患難が起きます。でも，自分たちだけで立ち向かうわけではありません。（イザ 41:10）「私たちは勇気を持ってこう言えます。『エホバは私を助けてくださる。私は恐れない』」。（ヘブ 13:5，6）



エホバが「生きている神」であることを覚えていると…


	  どのように力づけられますか。


あなたの答え





	  エホバが報いてくれるという確信がどのように深まりますか。


あなたの答え





	  エホバから決して離れないようにする上でどのように役立ちますか。


あなたの答え












3番の歌 私たちの力，希望，確信





^ （詩 18:46） エホバは生きている。 私の岩が賛美されますように。 私の救いの神がたたえられますように。



^  （テモ二 3:1） このことを知っておきなさい。終わりの時代は困難で危機的な時になります。



^  （エレ 10:10） しかし，エホバは本当に神である。 生きている神，永遠の王。 その方の憤りによって大地は震え， どの国民もその方の糾弾に耐えられない。



^  （テモ二 1:12） それで私はこのような苦しみに遭っていますが，そのことを恥じてはいません。自分が信じてきた神を知っており，自分が神に託したものを定めの日まで守っていただけると確信しているからです。



^  （代二 16:9） エホバは，心の全てがご自分に向いている人の力*になろうとして，世界中に目を行き届かせています。今回の件であなたは愚かなことをしました。これからあなたに対する戦争があります」。

または，「支え」。


^  （詩 23:4） 深い陰が覆う谷を歩んでも， 何も悪いものを恐れない。 あなたが共にいてくださるから。 あなたの棒とつえによって安心できる*。

または，「慰められる」。


^  （詩 18:6） 苦難の時に私はエホバに呼び掛けた。 私の神に助けを求めて叫び続けた。 神殿にいる神が私の声を聞いてくださった。 助けを求める叫びが神の耳に届いた。



^  （詩 18:46） エホバは生きている。 私の岩が賛美されますように。 私の救いの神がたたえられますように。



^  （詩 18:28， 29） エホバ，私のランプをともしてくださるのはあなた。 私の闇を照らす私の神。 29 あなたの助けで，私は略奪隊に突撃できる。 神の力によって，城壁をよじ登れる。



^  （詩 18:49） それで，エホバ，私は国々であなたをたたえ， あなたの名を賛美して歌う*。

または，「名のために音楽を奏でる」。


^ （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^  （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^  （サム一 17:34-37） ダビデはサウルに言った。「私は父の羊の羊飼いになりましたが，ライオンや熊が来て群れから羊を奪っていくことがありました。 35 私は後を追い，打ち倒し，くわえられていた羊を助け出しました。野獣が襲い掛かってくると，私は毛*をつかんで打ち倒し，殺しました。 36 私はライオンも熊も打ち倒しました。この割礼を受けていないフィリスティア人も同じようになります。生きている神の戦列に挑んだ*からです」。 37 ダビデはさらに言った。「ライオンや熊から助け出してくださったエホバが，このフィリスティア人からも私を助け出してくださいます」。そこでサウルはダビデに言った。「行きなさい。エホバがあなたと共にいてくださいますように」。

または，「顎」。
または，「をあざけった」。


^  （サム一 17:10， 11） フィリスティア人ゴリアテは言った。「今日，俺がイスラエルの戦列に挑んで*やる。誰か1人を出せ。掛かってこい！」 11 サウルとイスラエル全体はこのフィリスティア人の言葉を聞き，おびえ，非常に恐れた。

または，「をあざけって」。


^  （サム一 17:24， 25） イスラエルの人たちは皆，その男を見て恐れ，逃げ出した。 25 イスラエルの人たちは言った。「やって来たあの男を見たか。イスラエルに挑む*ために来たのだ。あの男を討ち取る人がいれば，王は多額の報酬を出し，自分の娘を与え，その人の父の一家をイスラエルの中で優遇してさまざまな義務を免除するそうだ」。

または，「をあざける」。


^  （サム一 17:26） ダビデはそばにいた人たちに言った。「あのフィリスティア人を討ち取ってイスラエルの屈辱を晴らす人には，何が与えられるのですか。生きている神の戦列に挑む*とは，この割礼を受けていないフィリスティア人はいったい何者なのですか」。

または，「をあざける」。


^  （サム一 17:45-51） ダビデはそのフィリスティア人に言った。「あなたは剣とやりと投げやりを持って向かってくるが，私はあなたが挑んだ*イスラエルの戦列の神，大軍を率いるエホバの名によって向かっていく。 46 今日，エホバはあなたを私の手に渡し，私はあなたを討ち，あなたの首をはねる。私は今日，フィリスティア人の陣営の死体を鳥や野獣の餌にする。地上の人々は皆，イスラエルに神がいるのを知ることになる。 47 ここに集う人*は皆，エホバが私たちを救うのに剣ややりを必要とはしないことを知る。戦いはエホバのものだからだ。神はあなた方皆を私たちに渡してくださる」。 48 フィリスティア人ゴリアテはダビデの方に近づいてきた。ダビデはゴリアテに立ち向かうため，敵の戦列へ勢いよく走った。 49 ダビデはかばんに手を入れて石を1つ取り，石投げ器で投げ，彼の額を撃った。石は額にめり込み，彼はうつぶせに倒れた。 50 こうしてダビデは石投げ器と石だけでそのフィリスティア人に勝った。撃ち倒して殺したのである。ダビデの手に剣はなかった。 51 ダビデは走り寄って彼のそばに立った。それから彼のさやから剣を抜き，それで首をはねて確実に殺した。フィリスティア人たちは仲間の強い戦士が死んだのを見て，逃げていった。

または，「あざけった」。
直訳，「この会衆」。


^  （詩 118:6） エホバは私の側にいてくださる。私は恐れない。 人が私に何を行えるだろう。



^  （イザ 37:17） エホバ，耳を傾けて聞いてください！ エホバ，目を開いてご覧ください！ セナケリブが送ってきた，生きている神へのあざけりの言葉全てを聞いてください。



^  （イザ 37:33-37） エホバはアッシリアの王についてこう言う。 「彼がこの都市に入ることはない。 そこに矢を射ることも， 盾を持って立ち向かうことも， 攻めるための土塁を築くこともない」』。 34 エホバはこう宣言しています。 『彼は来た道を帰り， この都市に入ることはない。 35 私はこの都市を守って救う。 自分のため，私に仕えたダビデのためである』」。 36 それからエホバの天使が出ていき，アッシリア人の陣営で18万5000人を討った。人々が朝早く起きて見ると，皆，死んでいた。 37 それで，アッシリアのセナケリブ王はそこを去り，帰ってニネベにとどまった。



^  （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^ （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^  （ヨブ 1:10， 11） 彼も家族も全ての持ち物も，あなたが柵で囲んで守ったのではありませんか。あなたの祝福によって彼の仕事はうまく運び，家畜は非常に多くなりました。 11 試しに，あなたの手を出して，彼の持つもの全てを破壊してください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。



^  （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^  （コリ一 10:13） 皆さんが受けてきた誘惑は，多くの人が同じように経験してきた誘惑です。神は信頼できる方で，皆さんが耐えられないほど誘惑を受けるままにはしません。出口を設けて，誘惑に耐え切れるようにしてくださいます。



^  （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^  （ヘブ 6:10-12） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。 11 私たちは，皆さん一人一人が同じ勤勉さを示し続けて，希望に対する揺るぎない確信を最後まで保ってほしいと思っています。 12 怠けたりせず，信仰と辛抱のゆえに約束のものを受ける人たちに倣ってほしいのです。



^ （テモ一 4:10） だからこそ私たちは力を尽くし，努力しています。生きている神に希望を抱いているからです。神は，あらゆる人，特に忠実な人たちの救い主です。



^  （テモ一 4:10） だからこそ私たちは力を尽くし，努力しています。生きている神に希望を抱いているからです。神は，あらゆる人，特に忠実な人たちの救い主です。



^  （テモ一 4:11-16） これからもこうした命令を与え，教え続けてください。 12 あなたが若いからといって，誰にも見下されないようにしなさい。かえって，言葉や振る舞い，また愛，信仰，清さ*の点で，忠実な人たちの手本となってください。 13 私がそちらに行くまで，朗読と説き勧める*ことと教えることに励んでください。 14 預言に基づいて長老団があなたに手を置いた時に与えられた贈り物*を，軽視してはなりません。 15 これらのことについてよく考え*，打ち込みなさい。そうすれば，あなたの進歩は誰の目にも明らかになるでしょう。 16 自分自身と自分の教えに絶えず注意を払いなさい。これらのことを粘り強く行いなさい。そうするなら，あなたは自分自身と，あなたの言葉に耳を傾ける人たちを救うことになります。

または，「貞潔さ」。
または，「励ます」。
または，「能力」。
または，「黙想し」。


^  （テモ二 4:1-5） キリスト･イエスは現れる時に，王国の王として，生きている人と死んでいる人を裁くことになっています。私はそのキリストと神の前で，あなたに厳粛に言い渡します。 2 神の言葉を広めなさい。順調な時にも困難な時にも熱心に*伝道しなさい。いつも辛抱強く，教える技術を駆使して，戒め，忠告し，励まし*なさい。 3 人々が健全な*教えを聞こうとしなくなる時期が来るからです。彼らは自分たちの欲望に従って，耳をくすぐるような話*をしてもらうために教師を寄せ集めます。 4 そして，真理に耳を傾けなくなり，作り話に注意を向けます。 5 しかしあなたは，どんな場合にも頭がさえた状態*を保ち，苦しみに耐え，福音伝道者として働き*，自分の奉仕を十分に行いなさい。

または，「緊急性を意識して」。
または，「説き勧め」。
または，「有益な」。
または，「自分たちが聞きたい話」。
または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「良い知らせを伝え続け」。


^  （ロマ 2:6， 7） そして，神は一人一人の行いに応じて報います。 7 忍耐して善を行い，栄光と栄誉と不朽性を求めている人には，永遠の命を与えます。



^  （コロ 3:23， 24） 何をしていても，人のためではなくエホバ*のためにするように，自分の全てを尽くして行いましょう。 24 皆さんは，報いとしてエホバ*から財産を受けることを知っています。主人であるキリストに一生懸命仕えてください。

付録A5参照。
付録A5参照。


^  （ルカ 21:1-4） さて，イエスが目を上げると，裕福な人たちが寄付箱に寄付を入れているのが見えた。 2 次いで，貧乏なやもめがごく小額の小さな硬貨2枚を入れるのを見て， 3 こう言った。「はっきり言いますが，この貧しいやもめは，彼ら全てよりたくさん入れました。 4 あの人たちは皆，余っている中から寄付を入れましたが，この女性は乏しい中から自分が持つ生活費全てを入れたからです」。



^  （創 39:9） この家に私の上に立つ人はいません。ご主人さまが私に下さらないものはありません。でもあなたは別です。奥さまだからです。そのような非常に悪いことをして，神に対して罪を犯すことなど，どうしてできるでしょうか」。



^  （ヤコ 4:8） 神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます。罪人たち，手を清めてください。優柔不断な人たち，心を清めてください。



^ （ヘブ 3:12） 兄弟たち，皆さんの誰も，生きている神から離れて，信仰が欠けた悪い心を育てることがないよう，気を付けてください。



^  （出 17:2） 民はモーセに不平を言うようになり，「水を飲ませてくれ」と言った。モーセは言った。「なぜ私に不平を言うのですか。どうしてエホバを試し続けるのですか」。



^  （出 17:7） モーセはその場所をマッサ*，またメリバ*と名付けた。イスラエル人が不平を言った*から，また，「エホバは私たちの中にいるのか，いないのか」と言ってエホバを試したからである。

意味，「試すこと」。
意味，「言い争い」。
または，「言い争った」。


^  （ヘブ 3:12） 兄弟たち，皆さんの誰も，生きている神から離れて，信仰が欠けた悪い心を育てることがないよう，気を付けてください。



^  （詩 73:0-28） アサフの歌。 73 神はイスラエルに，心が清い人に対して確かに善いことを行ってくださる。  2 私の足はもう少しでそれていくところだった。 危うく滑るところだった。  3 私は高慢な*人をねたましく思った。 悪人が平和でいるのを見た。  4 その人たちに死の痛みはなく， 体は健康である*。  5 他の人たちのように思い悩むことも， 苦しむこともない。  6 傲慢さを首飾りとし， 暴力を身にまとう。  7 目は繁栄で膨らむ。 思い描いた以上の成功を収めた。  8 あざ笑い，悪いことを話す。 偉そうな態度を取り，脅しつける。  9 天から話すかのように語り， 思うままに話して地上を歩き回る。 10 それで，神の民は彼らの方になびく。 彼らの豊かな水を飲む。 11 彼らは言う。「神は気付くだろうか。 至高者は本当に知っているのか」。 12 こうした悪人は気楽に暮らしている。 自分の資産を増やしている。 13 私が清い心を保とうが， 手を洗って潔白でいようが無駄なのだ。 14 私は一日中思い悩んだ。 毎朝，懲らしめを受けた。 15 しかし，もし私がそのようなことを言ったのなら， あなたの民を裏切ったことになる。 16 私は事の意味を理解しようとして， 思い悩んでいた。 17 神の偉大な聖なる所に入るまでは。 そして悪人の将来を知った。 18 あなたは確実に悪人を滑りやすい土地に置く。 滅びに陥れる。 19 悪人は急に破滅する。 突然に終わりを迎える。恐ろしい結末を。 20 エホバ，あなたは悪人を退ける。 あなたが起きると，悪人は目覚めた人が忘れる夢のようになる。 21 私は心がいら立ち， 奥深く*に鋭い痛みを感じた。 22 分別がなく，理解できなかった。 あなたの前で理性のない野獣のようだった。 23 しかし今は，絶えずあなたと共にいる。 あなたは右手をつかんでくださった。 24 あなたは助言して導いてくださり， そうして私が栄光を受けるようにしてくださる。 25 私を助けてくださる方が天にほかにいるか。 あなたがいてくださるので，地上に望むものは何もない。 26 私の体と心が衰えようとも， 神は私の心の岩，永遠に私の全て*。 27 間違いなく，あなたから離れている人たちは滅びる。 あなたのもとから去る不誠実な人を皆，あなたは消し去る。 28 私にとって，神に近づくのは良いことだ。 私は，主権者である主エホバのもとに避難した。 その方の行い全てを知らせるために。

または，「自慢する」。
または，「下腹は肥えている」。
直訳，「腎臓」。
または，「私に与えられた分」。


^  （詩 73:11-13） 彼らは言う。「神は気付くだろうか。 至高者は本当に知っているのか」。 12 こうした悪人は気楽に暮らしている。 自分の資産を増やしている。 13 私が清い心を保とうが， 手を洗って潔白でいようが無駄なのだ。



^  （詩 73:18， 19） あなたは確実に悪人を滑りやすい土地に置く。 滅びに陥れる。 19 悪人は急に破滅する。 突然に終わりを迎える。恐ろしい結末を。



^  （詩 73:27） 間違いなく，あなたから離れている人たちは滅びる。 あなたのもとから去る不誠実な人を皆，あなたは消し去る。



^  （詩 73:24） あなたは助言して導いてくださり， そうして私が栄光を受けるようにしてくださる。



^  （詩 73:28） 私にとって，神に近づくのは良いことだ。 私は，主権者である主エホバのもとに避難した。 その方の行い全てを知らせるために。



^  （テサ一 1:9） 人々は，私たちが皆さんに初めて会った時の様子や，皆さんがどのように偶像から離れて，生きている真の神に仕えるようになったかを話しています。



^  （イザ 41:10） 恐れてはいけない。私があなたと共にいる。 心配してはいけない。私があなたの神である。 私はあなたを強くし，必ず助ける。 私の正義の右手であなたをしっかりと支える*』。

または，「つかんで離さない」。


^  （ヘブ 13:5， 6） お金を愛するような生き方をせず，今あるもので満足しましょう。神はこう言っています。「私は決してあなたを離れず，決してあなたを見捨てない」。 6 それで，私たちは勇気を持ってこう言えます。「エホバ*は私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう」。

付録A5参照。








研究記事26




8番の歌 エホバは避難所



エホバは私たちの岩



「私たちの神のような岩はありません」。サムエル第一 2:2




ポイント

エホバが岩と呼ばれているのはなぜか，どうすれば岩のような方エホバに倣えるかを考えます。




 1. 詩編 18編46節で，ダビデはエホバを何に例えましたか。


あなたの答え



今の世の中では予期しない問題が次々と起きます。そのために，いろいろ影響を受けることもあれば，時には生活が一変することもあります。そのような時に助けを求めてエホバに頼れるのは本当にうれしいことです。前の記事では，エホバが生きている神で，私たちをいつでも助けたいと思っていることを学びました。実際にエホバに助けてもらうと，「エホバは生きている」と改めて実感します。ダビデもそう言いました。（詩編 18:46を読む。） でもその直後に，エホバのことを「私の岩」と呼びました。生きている神エホバを命のない岩に例えたのはどうしてでしょうか。

 2. この記事ではどんなことを学びますか。


あなたの答え



2 この記事ではエホバが岩と呼ばれているのはなぜか，またその表現から何を学べるかを考えます。そして，どうすればエホバを自分の岩と考えて頼れるようになるかを学びます。さらに，岩のような方であるエホバにどうすれば倣えるかを考えます。

エホバが岩と呼ばれている理由

 3. 聖書で「岩」という語はどのように使われることがありますか。（挿絵を参照。）


あなたの答え



3 聖書で使われている「岩」という表現から，エホバがどんな方であるかを知ることができます。この表現は，誰とも比べることができないほど素晴らしい方であるエホバを賛美する文脈でよく使われています。エホバに関して岩という表現が最初に使われているのは，申命記 32章4節です。また，ハンナは祈りの中で，「私たちの神のような岩はありません」と言いました。（サム一 2:2）ハバククはエホバを「私の岩」と呼びました。（ハバ 1:12）詩編 73編の作者は「私の心の岩」と言っています。（詩 73:26）エホバご自身も自分のことを岩と表現しています。（イザ 44:8）エホバが岩のような方であるといえる3つの点を考え，どうすれば「私たちの岩」であるエホバに頼ることができるかを学びましょう。（申 32:31）



[image: 両親が幼い娘と一緒に目の前の大きな岩を眺めている。]

エホバに仕える人たちはエホバを岩のような存在と見ているので安心できる。（3節を参照。）







 4. エホバはどんな意味で避難所といえますか。（詩編 94:22）


あなたの答え



4 エホバは避難所。ひどい嵐の時，大きな岩があれば，その陰に隠れることができます。同じように，大変な経験をする時，エホバは私たちを守ってくださいます。（詩編 94:22を読む。） ご自分との絆を保てるよう助けてくれますし，私たちが今経験しているつらい問題がずっと続くようにはしません。さらに，私たちの平和や安全を脅かすものを全てなくすと約束しています。（エゼ 34:25，26）

 5. 岩のような方であるエホバのもとにどのように逃げ込むことができますか。


あなたの答え



5 岩のような方であるエホバのもとに逃げ込む1つの方法は，祈ることです。祈ると，エホバは私たちに「神からの平和」を与え，心と考えを守ってくださいます。（フィリ 4:6，7）信仰のために投獄されたアルチョーム兄弟の例を考えてみましょう。兄弟は捜査官から何度も尋問を受け，圧力をかけられ，自尊心を傷つけられました。兄弟はこう言っています。「捜査官から尋問される時はいつもストレスを感じていました。……その度に，私は穏やかな心と知恵を求めてエホバに祈りました。おかげで，捜査官のさまざまな圧力に屈することなく，エホバへの信仰を保つことができました。……エホバの助けがあったので，まるで大きな石の壁の後ろに立っているかのように感じました」。

 6. エホバをいつでも信頼できるのはどうしてですか。（イザヤ 26:3，4）


あなたの答え



6 エホバは信頼できる方。エホバは決して動かない岩のように，いつでも私たちのそばにいて助けてくれます。エホバは「永遠の岩」です。（イザヤ 26:3，4を読む。） ずっと存在していて，約束を守り，祈りを聞き，必要な助けを与えてくれます。また，エホバはご自分に仕える人に揺るぎない愛を示す方です。（サム二 22:26）私たちが行ったことを覚えていて，必ず報いてくださいます。エホバは確かに信頼できる方です。（ヘブ 6:10; 11:6）

 7. エホバを信頼するならどんな経験ができますか。（写真も参照。）


あなたの答え



7 エホバを自分にとって岩のような存在と見るなら，エホバを心から信頼することができます。大変な状況の中でもエホバに従うなら必ず良い結果になると信じることができます。（イザ 48:17，18）エホバの助けを経験するたびに，エホバへの確信は深まっていきます。そして，これからどんな試練を経験するとしても，エホバなら必ず私たちを助けることができる，と思うようになるでしょう。特に，誰からも助けを受けられない状況になると，エホバがどれほど信頼できる方かを実感します。ウラジーミル兄弟はこう言っています。「拘置所にいた時間は，神との絆を強める上で最高の時間[でした]。拘置所ではずっと1人でしたし，状況をコントロールすることは全くできなかったので，エホバを一層信頼することを学べました」。



[image: 独房にいる兄弟が聖書を手に持ち，窓の外の方を見ている。]

エホバを自分にとって岩のような存在と見るなら，エホバを心から信頼することができる。（7節を参照。）







 8. （ア）エホバは安定していて変わらないといえるのはどうしてですか。（イ）岩のような方であるエホバに頼る必要があるのはどうしてですか。（詩編 62:6，7）


あなたの答え



8 エホバは安定していて変わらない。エホバは大きな岩のようにしっかりと安定していて，変わらない方です。気まぐれな性格ではなく，決めたことを必ず実現させます。（マラ 3:6）エデンで反逆が起きた時も動じることはありませんでした。使徒パウロも，エホバは「ご自分を否定することができない」と書いています。（テモ二 2:13）つまり，どんなことがあっても，誰が何をしようとも，エホバは振り回されたりせず，ご自分の考えや基準を変えることもないということです。それで私たちは，動揺させられるような状況でもエホバが助けてくださることや，将来の約束を必ず果たしてくださることを確信して頼ることができます。（詩編 62:6，7を読む。）

 9. タチアナ姉妹の例からどんなことを学べますか。


あなたの答え



9 エホバを自分の岩と見て頼る人は，エホバがどんな方かや地球や人間についてどんなことを考えているかに注意を向けます。そうすることは，試練を忍耐する間も落ち着いた気持ちでいるのに役立ちます。（詩 16:8）信仰を理由に自宅拘禁されていたタチアナ姉妹の例を考えてみましょう。「私は文字通り独りぼっちでした。……初めの頃は大変で，何度も気落ちしました」と言っています。でも姉妹は，自分が経験している試練がエホバやエホバの考えとどう関係しているのかを思い巡らすようにした時，落ち着きを取り戻し，信仰を貫く力が湧いてくるのを感じました。こう続けています。「こうしたことが起きている理由を考えるように心掛けました。そうすると，自分はエホバを愛していて，エホバに喜ばれるために頑張っているんだ，ということを思い起こすことができました。このことは，自分のことばかり考えない助けになっています」。

10. エホバを自分の岩と感じるために，今どんなことができますか。


あなたの答え



10 間もなく，これまで以上にエホバに頼らなければ乗り越えられない試練を経験することになるでしょう。そうした試練を忍耐し，信仰を持ち続けられるようエホバは必ず助けてくれます。その確信を今強めておくことは大切です。そのために何ができますか。聖書を読んだり，現代のエホバの証人が経験したことについて調べたりすることができます。そして，岩のような方であるエホバがご自分に仕える人たちをどのように支えたかに注目し，そのことをじっくり考えましょう。そうすることは，エホバを自分の岩と感じる助けになります。

岩のような方であるエホバに倣う

11. 私たちが岩のような方であるエホバに倣うことが大切なのはどうしてですか。（「若い兄弟たちはどんな点で努力できますか」の囲みも参照。）


あなたの答え



11 ここまでで，エホバがどういう意味で岩のような方であるかを学びました。次に，私たちがどのようにエホバに倣えるかを考えます。その点で努力するなら，私たちも仲間の兄弟姉妹を力づけることができます。シモンのことを考えてみましょう。シモンはイエスからケファ（「ペテロ」と訳される）と呼ばれました。これは「小岩」という意味です。（ヨハ 1:42）イエスは，シモンが会衆を慰め，安定させる存在になると言っていました。聖書では，会衆の長老たちが兄弟姉妹を保護する「大岩の陰」に例えられています。（イザ 32:2）でも長老だけでなく，私たち一人一人が岩のような方エホバに倣うなら，会衆は力づけられます。（エフェ 5:1）



[image: 王国会館で長老が若い兄弟にワイヤレスマイクの電池交換の方法を教えている。]



若い兄弟たちはどんな点で努力できますか


若い時にエホバについて学び，岩のような方エホバに倣おうとするのはとても良いことです。そうするなら，20代前半か中ごろまでに，長老として奉仕するのにふさわしい人へと成長できるかもしれません。

	  避難所のような存在になる。集会で兄弟姉妹と会話し，みんなが歓迎されていると感じられるようにしましょう。年長の人たちのことを気遣ってください。



	  信頼される人になる。王国会館に集まる時，仲間の助けになることを進んで行いましょう。割り当てや仕事を任されたなら，指示にしっかり従ってください。



	  安定した人になる。聖書を毎日読み，じっくり考えましょう。どうすれば聖書の教えに基づいて決定できるかを学んでください。









12. どうすれば仲間にとって避難所のような存在になれますか。


あなたの答え



12 避難所のような存在になる。災害や政情不安や戦争を経験している兄弟姉妹のために，実際に避難する場所を提供できる場合もあります。「終わりの時代」が進んでいくにつれて，互いに助け合う機会は増えていくことでしょう。（テモ二 3:1）また，仲間を慰めたり，愛していることを伝えたりすることも大切です。例えば，王国会館に来る仲間を歓迎し，優しい言葉を掛けるなら，会衆の温かい雰囲気に貢献できます。私たちは厳しくて冷たい世の中で生活しているので，いろいろなストレスを感じています。それで，集会に集まる兄弟姉妹が愛されていると感じ，爽やかにされ，安心感を持てるようできる限りのことをしたいと思います。

13. 特に長老たちは，どうすれば兄弟姉妹にとって避難所のような存在になれますか。（写真も参照。）


あなたの答え



13 長老たちは会衆の兄弟姉妹が大変な経験をしている時，避難所のような存在になれます。自然災害や医療上の緊急事態が起きた時，実際的なサポートをするためにすぐに動きます。また，聖書から導きや励ましとなる言葉を伝えます。長老が優しく気持ちに寄り添って話を聞くなら，兄弟姉妹にとって話しやすい人になれるでしょう。そうするなら，兄弟姉妹は大切にされていると感じ，聖書に基づいて与えられるアドバイスを実践しようという気持ちになるでしょう。（テサ一 2:7，8，11）



[image: ]

会衆の兄弟姉妹が大変な経験をしている時，長老たちは避難所のような存在になれる。（13節を参照。）*







14. どうすれば信頼される人になれますか。


あなたの答え



14 信頼される人になる。私たちは大変な経験をしている兄弟姉妹にとって頼れる存在になりたいと思います。（格 17:17）どうすれば信頼される人になれるでしょうか。約束したことをきちんと行ったり，時間を守るようにしたりして，エホバに倣う努力を続けることができます。（マタ 5:37）助けを必要としている人に気付いたら進んで行動しましょう。会衆の割り当てを果たす時には指示に従います。

15. 会衆に信頼できる長老がいると安心できるのはどうしてですか。


あなたの答え



15 信頼できる長老が会衆にいてくれると，とても心強いものです。助けが必要な時にはいつでも，野外奉仕グループの監督など，長老たちに連絡できることを知っていると安心できます。また，長老たちが喜んで助けになりたいと思っていることが分かっていると，兄弟姉妹は大切にされていると感じます。長老たちの助言が自分独自の考えではなく，聖書や忠実な奴隷が準備した出版物に基づいているなら，長老たちへの信頼は深まります。また，長老たちが言ったことをきちんと果たし，人のプライベートなことをほかの人に漏らさないようにするなら，長老たちをいっそう信頼することができるでしょう。

16. 安定した人になるなら，自分とほかの人にとってどんな良いことがありますか。


あなたの答え



16 安定した人になる。私たちがいつもエホバに従い，聖書に基づいて決定するなら，ほかの人に良い影響を与えることができます。神の言葉を学んで，エホバへの信仰を強めていくなら，エホバの基準を守って忠実に仕え続けることができます。優柔不断になったり不安定になったりすることも，この世の中の間違った教えや考え方に振り回されることもありません。（エフェ 4:14。ヤコ 1:6-8）エホバとエホバの約束を信じているので，悪いことが起きたり良くない知らせを聞いたりしても落ち着いていることができます。（詩 112:7，8）試練に遭っている仲間を支えることもできます。（テサ一 3:2，3）

17. 仲間が強い信仰を持ち，安定できるように，長老たちはどのように助けることができますか。


あなたの答え



17 長老たちは節度をわきまえ，健全な考え方をし，秩序正しく行動し，分別がある人になる必要があります。「神の信頼できる言葉にしっかり従[う]」ことによって会衆を力づけ，仲間を安定させます。（テト 1:9。テモ一 3:1-3）良い手本を示し，よく気遣うことによって，兄弟姉妹が集会や伝道に定期的に参加し，個人研究の習慣を守れるように助けます。仲間が問題に直面して不安になっている時には，エホバに頼ってエホバの約束に目を向けるように励ますことができます。

18. これからもエホバとの絆を強め，エホバを賛美していきたいと思うのはどうしてですか。（「エホバとの絆をもっと強める」の囲みも参照。）


あなたの答え



18 この記事でエホバの素晴らしい性質について考えることができました。「私の岩エホバが賛美されますように」と言ったダビデと同じ気持ちになったのではないでしょうか。（詩 144:1）エホバが信頼を裏切ることは決してありません。これまでそうしてくださったように，これからもずっと，エホバとの絆を持ち続けられるように助けてくださいます。それで，確信を込めて「神は私の岩」と言えるのです。（詩 92:14，15）

エホバとの絆をもっと強める


個人研究のプロジェクトで，次のようなエホバの称号について調べてみましょう。

	  教師（ヨブ 36:22。イザ 30:20）



	  全能の神（創 17:1）



	  創造者（伝 12:1）



	  父（イザ 64:8）



	  年月を経た方（ダニ 7:9）



	  牧者（詩 23:1）





聖書では，ほかにもエホバについていろいろな表現や称号が使われています。それらを詳しく調べるなら，エホバについてもっと知ることができます。自分の言語で使えるリサーチツールを活用して，次のことをやってみましょう。

	  背景や文脈を調べる。誰の言葉ですか。どんな状況でしたか。この表現が使われているのはどうしてだと思いますか。



	  聖句を調べる。ほかにも同じ表現が使われている聖句がありますか。それらの聖句にはどんな共通点がありますか。



	  じっくり考える。この表現から，エホバについて何が分かりますか。それがエホバにぴったりだと思うのはどうしてですか。この表現からエホバについてどんなイメージが湧きますか。学んだことをどのように実践できますか。











どんなことを学びましたか


	  エホバが「岩」と呼ばれているのはどうしてですか。


あなたの答え





	  エホバを自分の岩と感じるためにどんなことができますか。


あなたの答え





	  どうすれば岩のような方であるエホバに倣うことができますか。


あなたの答え












150番の歌 救いのために神に頼る



^  写真や挿絵: 王国会館で姉妹が2人の長老にためらわずに近づいている。






^ （サム一 2:2） エホバのように聖なる方はいません。 あなたのほかにはいないのです。 私たちの神のような岩はありません。



^ （詩 18:46） エホバは生きている。 私の岩が賛美されますように。 私の救いの神がたたえられますように。



^  （詩 18:46） エホバは生きている。 私の岩が賛美されますように。 私の救いの神がたたえられますように。



^  （申 32:4） 神は岩のような方で，行うことは完全， 神の道は全て公正である。 決して不公正ではなく，信頼できる神。 正しく，真っすぐな方。



^  （サム一 2:2） エホバのように聖なる方はいません。 あなたのほかにはいないのです。 私たちの神のような岩はありません。



^  （ハバ 1:12） エホバ，あなたは永遠の昔からおられます。 私の神，私の聖なる方，あなたは死ぬことがありません*。 エホバ，あなたが刑の執行のために彼らを任命しました。 私の岩，あなたが処罰*のために彼らを立てたのです。

もしかすると，「私たちは死にません」。
または，「戒め」。


^  （詩 73:0-28） アサフの歌。 73 神はイスラエルに，心が清い人に対して確かに善いことを行ってくださる。  2 私の足はもう少しでそれていくところだった。 危うく滑るところだった。  3 私は高慢な*人をねたましく思った。 悪人が平和でいるのを見た。  4 その人たちに死の痛みはなく， 体は健康である*。  5 他の人たちのように思い悩むことも， 苦しむこともない。  6 傲慢さを首飾りとし， 暴力を身にまとう。  7 目は繁栄で膨らむ。 思い描いた以上の成功を収めた。  8 あざ笑い，悪いことを話す。 偉そうな態度を取り，脅しつける。  9 天から話すかのように語り， 思うままに話して地上を歩き回る。 10 それで，神の民は彼らの方になびく。 彼らの豊かな水を飲む。 11 彼らは言う。「神は気付くだろうか。 至高者は本当に知っているのか」。 12 こうした悪人は気楽に暮らしている。 自分の資産を増やしている。 13 私が清い心を保とうが， 手を洗って潔白でいようが無駄なのだ。 14 私は一日中思い悩んだ。 毎朝，懲らしめを受けた。 15 しかし，もし私がそのようなことを言ったのなら， あなたの民を裏切ったことになる。 16 私は事の意味を理解しようとして， 思い悩んでいた。 17 神の偉大な聖なる所に入るまでは。 そして悪人の将来を知った。 18 あなたは確実に悪人を滑りやすい土地に置く。 滅びに陥れる。 19 悪人は急に破滅する。 突然に終わりを迎える。恐ろしい結末を。 20 エホバ，あなたは悪人を退ける。 あなたが起きると，悪人は目覚めた人が忘れる夢のようになる。 21 私は心がいら立ち， 奥深く*に鋭い痛みを感じた。 22 分別がなく，理解できなかった。 あなたの前で理性のない野獣のようだった。 23 しかし今は，絶えずあなたと共にいる。 あなたは右手をつかんでくださった。 24 あなたは助言して導いてくださり， そうして私が栄光を受けるようにしてくださる。 25 私を助けてくださる方が天にほかにいるか。 あなたがいてくださるので，地上に望むものは何もない。 26 私の体と心が衰えようとも， 神は私の心の岩，永遠に私の全て*。 27 間違いなく，あなたから離れている人たちは滅びる。 あなたのもとから去る不誠実な人を皆，あなたは消し去る。 28 私にとって，神に近づくのは良いことだ。 私は，主権者である主エホバのもとに避難した。 その方の行い全てを知らせるために。

または，「自慢する」。
または，「下腹は肥えている」。
直訳，「腎臓」。
または，「私に与えられた分」。


^  （詩 73:26） 私の体と心が衰えようとも， 神は私の心の岩，永遠に私の全て*。

または，「私に与えられた分」。


^  （イザ 44:8） あなたたちは恐れてはならない。 恐怖で身がすくむことがないようにしなさい。 私は前もって一人一人にはっきり告げたではないか。 あなたたちは私の証人である。 私のほかに神がいるだろうか。 いや，ほかに岩のような者はいない。私は全く知らない』」。



^  （申 32:31） （敵たちの岩は私たちの岩のようではない。 敵でもこれは分かっている。）



^ （詩 94:22） しかし，エホバが私の安全な避難所*。 私の神は私の岩，避難できる場所。

または，「高台」。


^  （詩 94:22） しかし，エホバが私の安全な避難所*。 私の神は私の岩，避難できる場所。

または，「高台」。


^  （エゼ 34:25， 26） 私は彼らと平和の契約を結び，どう猛な野獣をその土地から除き去る。彼らは荒野で安全に住み，森林で眠るようになる。 26 私は彼らと，私の丘の周囲を祝福し*，良い時に雨を降らせる。祝福が雨のように降り注ぐ。

もしかすると，「祝福の経路とし」。


^  （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^ （イザ 26:3， 4） あなたに全く頼る*人たちを，あなたは守り， 絶え間ない平和を与えます。 彼らがあなたを信頼するからです。  4 いつまでもエホバに頼れ。 ヤハ*，エホバは，永遠の岩だからだ。

もしかすると，「考えが揺れ動かない」。
エホバの短縮形。


^  （イザ 26:3， 4） あなたに全く頼る*人たちを，あなたは守り， 絶え間ない平和を与えます。 彼らがあなたを信頼するからです。  4 いつまでもエホバに頼れ。 ヤハ*，エホバは，永遠の岩だからだ。

もしかすると，「考えが揺れ動かない」。
エホバの短縮形。


^  （サム二 22:26） あなたは，揺るぎない愛を示す人に，揺るぎない愛を示す。 誠実な人に誠実である*。

または，「非難されるところがない人には，非難されるところがない行いをする」。


^  （ヘブ 6:10） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。



^  （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^  （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。


^ （詩 62:6， 7） 神は私の岩，救い，安全な避難所。 私が動揺することはない。  7 私の救いと栄光は神から来る。 神は私の強固な岩，避難所。



^  （マラ 3:6） 「私はエホバであり，私は変わらない*。あなたたちはヤコブの子であり，あなたたちはまだ終わっていない。

または，「変わっていない」。


^  （テモ二 2:13） たとえ私たちが不忠実でも，その方は常に信頼できます。ご自分を否定することができないからです。



^  （詩 62:6， 7） 神は私の岩，救い，安全な避難所。 私が動揺することはない。  7 私の救いと栄光は神から来る。 神は私の強固な岩，避難所。



^  （詩 16:8） 私はエホバを絶えず自分の前に置く。 神が右にいてくださるので，決して動揺する*ことはない。

または，「よろける」。


^  （ヨハ 1:42） そしてシモンをイエスの所に連れていった。イエスは彼を見て，言った。「ヨハネの子シモン，あなたはケファ（「ペテロ」と訳される）と呼ばれます」。



^  （イザ 32:2） 彼らはおのおの，風から逃れるための場所， 暴風雨から避難するための場所， 水のない土地に流れる水， 乾き切った土地にある大岩の陰のようになる。



^  （エフェ 5:1） 皆さんは子供として神に愛されているのですから，神に倣ってください。



^  （テモ二 3:1） このことを知っておきなさい。終わりの時代は困難で危機的な時になります。



^  （テサ一 2:7， 8） 乳児を優しく世話する*母親のように，穏やかに皆さんに接しました。 8 私たちは優しい愛情を抱き，皆さんに神の良い知らせを伝えるだけでなく自分たち自身を与えたいと思いました。皆さんを深く愛するようになったからです。

または，「大切にする」。


^  （テサ一 2:11） よくご存じのように，私たちは皆さん一人一人を励まし，慰め，教えました。父親が子供にするようにです。



^  （格 17:17） 真の友はどんな時にも愛を示す。 苦難の時に頼れる兄弟である。



^  （マタ 5:37） ただ，『はい』は，はいを，『いいえ』は，いいえを意味するようにしなさい。それ以上のことは邪悪な者*から出るのです。

もしかすると，「邪悪なこと」。


^  （エフェ 4:14） ですから，私たちはもう子供であってはならず，波にもまれるかのように翻弄されたり，風に吹かれるかのようにさまざまな教えに振り回されたりしてはなりません。人に欺かれたり，ずる賢いたくらみに乗せられたりしてはならないのです。



^  （ヤコ 1:6-8） ただし，少しも疑わず，信仰を持って求め続けなければなりません。疑う人は，風に吹かれて揺れ動く海の波のようです。 7 そういう人は，エホバ*から何かを頂けると思ってはなりません。 8 その人は優柔不断で，何をするにも不安定です。

付録A5参照。


^  （詩 112:7， 8） 悪い知らせを恐れない。 揺るぎない心でエホバに頼る。  8 心は揺れ動かず*，恐れない。 最後には敵対者の敗北を見る。

または，「ひるまず」，「ぐらつかず」。


^  （テサ一 3:2， 3） テモテを遣わしました。テモテは私たちの兄弟であり，キリストについての良い知らせを伝える，神の奉仕者*です。彼を遣わしたのは，皆さんの信仰が強くなるよう，皆さんを力づけ，慰めるためです。 3 誰にもこのような苦難によって動揺してほしくないからです。皆さんもよく分かっているように，私たちは苦しい目に遭うことは避けられません*。

もしかすると，「神と共に働く者」。
または，「遭うように定められています」。


^  （テト 1:9） 神の信頼できる*言葉にしっかり従った教え方をしなければ*なりません。そうすれば，健全な*教えによって励ます*ことも，逆らう人を戒めることもできるでしょう。

または，「確かな」。
または，「従って教える技術を用いなければ」。
または，「有益な」。
または，「説き勧める」。


^  （テモ一 3:1-3） 次の言葉は真実です。監督になろうと努めている人は，立派な仕事を望んでいます。 2 ですから，監督は，とがめられるところがなく，1人の妻の夫で，節度をわきまえ，健全な考え方*をし，秩序正しく行動し，人をよくもてなし，教える資格がなければなりません。 3 また，酩酊せず，暴力を振るわず，分別があり，争いを好まず，お金を愛さず，

または，「良い判断」。


^  （詩 144:1） 私の岩エホバが賛美されますように。 神は私の手を戦いのために， 私の指を戦闘のために鍛えてくださいます。



^  （詩 92:14， 15） 年を取っても*衰えない。 元気ではつらつとし， 15 エホバが正しい方であることを知らせる。 神は私の岩，神に不正はない。

または，「白髪になっても」。


^ （ヨブ 36:22） 神には，強い力があります。 神のような教師がいるでしょうか。



^ （イザ 30:20） エホバはあなたたちに苦難というパンを食べさせ，圧迫という水を飲ませる。とはいえ，あなたの偉大な教師はもはや姿を隠さず，あなたは自分の目で偉大な教師を見る。



^ （創 17:1） アブラムが99歳の時，エホバはアブラムに現れて，こう言った。「私は全能の神である。私の道を歩み，非の打ちどころがない人になりなさい。



^ （伝 12:1） それで，若いうちにあなたの偉大な創造者を覚え*なさい。やがて，苦難の日々を迎え，「何も楽しくない」とあなたが言う年月が来るからだ。

または，「意識し」。


^ （イザ 64:8） しかし，エホバ，あなたは私たちの父です。 私たちは粘土で，あなたは陶芸家*です。 私たちは皆，あなたの手で造られたのです。

または，「私たちを形作った方」。


^ （ダニ 7:9） さらに見ていると，王座が据えられ，年月を経た方が座った。その方の衣服は雪のように白く，髪の毛は真っ白な羊毛のようだった。王座は炎であり，その車輪は燃える火だった。



^ （詩 23:1） エホバは私の牧者。 私は何も不足しない。








どういう意味ですか

あなたは信仰を持っていますか





エホバに喜んでいただくには，信仰を持っている必要があります。とはいえ，「誰もが信仰を持っているわけではない」と聖書に書かれています。（テサ二 3:2）使徒パウロがここで述べていたのは，自分を迫害している「有害で邪悪な人々」のことでした。しかし，この言葉は，ほかの人たちにも当てはまります。全てのものを創造した神がいることを信じない人たちがいます。（ロマ 1:20）一方で，神がいることは信じるという人たちもいますが，そう信じるだけでは，エホバに喜んでいただくことはできません。

私たちは，エホバが存在し，強い信仰を持つ人たちに「報いてくださる」ということを確信している必要があります。（ヘブ 11:6）こうした信仰を築くには，神の聖なる力が必要です。聖なる力を与えていただくには，エホバに祈り求めることが大切です。（ルカ 11:9，10，13）また，神の聖なる力によって書かれた聖書を読むことも欠かせません。読んだことをよく考えて実践しましょう。そうすれば，聖なる力に導かれた生き方ができ，エホバに喜んでいただけるような信仰を持てます。











^ （テサ二 3:2） また，私たちが有害で邪悪な人々から救われるように祈ってください。誰もが信仰を持っているわけではないからです。



^ （ロマ 1:20） 神の見えない性質は，世界の創造以来明らかです。造られた物を見れば，神が永遠に力を持っていて，確かに神であるということが分かります。ですから，彼らは言い訳ができません。



^ （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^ （ルカ 11:9， 10） それで，求め続けなさい。そうすれば与えられます。探し続けなさい。そうすれば見つかります。たたき続けなさい。そうすれば開かれます。 10 誰でも求めている人は受け，探している人は見つけ，たたいている人には開かれます。



^ （ルカ 11:13） それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天の父は，ご自分に求めている人に聖なる力を与えてくださるのです」。







1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32









^ ***喜歌 28番 エホバの友となる***
28番
エホバの友となる
（詩編 15編）
1. 神の友はどんな人
神が愛するのはどんな人
聖書学び 信仰持ち
変わらずに正しく生きる人
2. 神の友はどんな人
神が喜ぶのはどんな人
神をたたえ よく従い
正直で心の清い人
3. 祈りにより悩み委ね
すぐそばに感じる神の愛
今日も明日もどんな時も
エホバこそ私の真の友
（詩 139:1; ペテ一 5:6，7も参照。）



^ ***喜歌 32番 エホバの側に立つ***
32番
エホバの側に立つ
（出エジプト 32:26）
1. 真の自由手にした 神の意志を学んで
心躍り叫んだ 希望見つけて
（※ 繰り返し）
立ち続ける 神の側
自由を得て光浴び
良い知らせを広めよう
神の統治たたえよう
2. 世界中で告げよう 真の友と一緒に
神の側に立つよう人に知らせる
（※ 繰り返し）
立ち続ける 神の側
自由を得て光浴び
良い知らせを広めよう
神の統治たたえよう
3. 神にいつも頼ろう 敵が怖いときにも
エホバ神に祈れば力みなぎる
（※ 繰り返し）
立ち続ける 神の側
自由を得て光浴び
良い知らせを広めよう
神の統治たたえよう
（詩 94:14; 格 3:5，6; ヘブ 13:5も参照。）









^ ***喜歌 24番 エホバの山に登ろう***
24番
エホバの山に登ろう
（イザヤ 2:2-4）
1. 目を上げれば高くそびえる
ああ 麗しいエホバの山
共に行こう 呼び掛け合って
「さあ エホバの山に登ろう」
神に仕え従う人たちは
光掲げ祝福を味わう
感謝の歌 揺るぎない愛
ただ神に捧げ日々生きる
2. 良い知らせを全ての人に
今伝えよう広く遠く
神の言葉受け入れる人
王イエスは導く 今日も
大群衆が増えていく姿に
心躍り喜びがあふれる
賛美の声 奏でるハーモニー
「さあ エホバの山に登ろう」
（詩 43:3; 99:9; イザ 60:22; 使徒 16:5も参照。）



^ ***喜歌 39番 神の前で良い名を得る***
39番
神の前で良い名を得る
（伝道 7:1）
1. 温かな神の前で
良い名得る 力尽くし
神の教え 心に留め
当てはめる 日ごとに
2. 世の中の栄光には
空しさが伴うだけ
世の友にはならないよう
神見つめ生きよう
3. 私の名 記憶される
いつまでもエホバ神に
神に頼り奉仕続け
この良い名 保とう
（創 11:4; 格 22:1; マラ 3:16; 啓 20:15も参照。）









^ ***塔76 7/15 442–446ページ 『わたしは血肉に助言を求めなかった』***
『わたしは血肉に助言を求めなかった』
エミール･シュランツの語った経験
長年にわたるエホバへの奉仕を振り返ってみて，一つの顕著な事実と言えるのは，『わたしは直ちに血肉と協議したりはしなかった』という点です。ガラテア 1章16節にある，クリスチャン使徒パウロのこの言葉は，わたしにも当てはまると思います。なぜでしょうか。クリスチャンとしての歩みを始める際，そしてこれまでに幾度も，『わたしは血肉にではなく』，神と神のみ言葉に助言を求めたからです。
しかし，若いころのわたしは神についてほとんど知りませんでした。わたしはルクセンブルク大公国の北部，オースリングと呼ばれるところで育ちましたが，そこは迷信的な考えが染み込んだ土地でした。例えば，雌牛を病気から守るために“聖”アルビンに，そして事故や馬の病気を未然に防ぐために“聖”セルシウスに祈りがささげられました。豚を守ってもらうため，“聖人”に祈ったことさえありました。
父は非常に信心深い人で，司祭になりたいという願いをわたしの心の中に育みました。わたしは既にミサの際に侍祭として仕えていましたが，第一次世界大戦後の出来事のため司祭に対する父の信頼感は揺らぎました。わたし自身についていえば，12歳になって初めて聖体拝領にあずかるときに，神はわたしに近づいてくださり，その日は人生で最良の日となるであろうと告げられていました。ところが十分な準備にもかかわらず，その日はむなしさを後に残したにすぎませんでした。堅振礼の際にも同様の幻滅を味わいました。わたしは，約束されていたこととはうらはらに，聖霊の表われなるものを全く感知しませんでした。司祭になりたいという希望はもはやなくなりました。
年月の経過とともに，わたしは友人たちに惑わされ，大酒を飲むようになりました。しかし，1930年ごろになって，わたしは毎週日曜日に自分の兄弟の一人を訪ねるようになりました。わたしたちは，よく若いころの思い出話をし，神とそのお目的について無知であることがもたらす失意について語り合ったものです。そして，自分たちがまだ一度も見たことがなく，司祭だけが持っているように思える聖書について話しました。兄は幾度となくこう言いました。「もし神が，司祭の教える以上の事柄をわたしたちに告げようとしておられないのなら，神は存在していないと思う」。そして次のような言葉を付け加えたものでした。「本物の聖書を手にすることさえできたらなあ」。そのときまで，わたしは血肉に助言を求めることしかできませんでした。聖書を入手して，神からもたらされた言葉をじかに読めたら，どんなにかすばらしいでしょう。
み言葉を通して神に助言を求める
1933年のある日，そうした事柄を話し合ってから数日後，一人の男の人が兄の家を訪ねて来ました。その人は，聖書研究者，すなわちエホバの証人の一人でした。彼が聖書の預言について話し始めるやいなや，兄はどこで聖書を手に入れることができるか尋ねました。するとその人は，「今晩，お持ちしてもよいですよ」と答えました。
その晩彼は，カトリック訳の聖書二冊と聖書を研究する際の助けとなる数冊の小冊子を持って来ました。次の日曜日，兄は顔を輝かせてわたしのところへやって来て，こう言いました。「神はわたしたちに答えてくださった。聖書が手に入ったんだよ！」 聖書を手にしたわたしたちは，興奮して，心の踊るのを覚えました。
その晩，わたしは夜が更けるまで聖書を読み続けました。その人が置いていった，聖書に関する小冊子は，「裁き」，「人びとへの自由」，「死者はどこにいるか」，そして「天国と煉獄」と題するもので，やはり感銘を与えるものでした。
自分が読んだ事柄に基づいて，わたしは友人たちと大酒を飲むことをやめました。すると友人たちはわたしに対して嫌悪の情を抱き，わたしを中傷しました。確かに血肉は戦いを挑んできましたが，その時にはエホバがご自分のみ言葉である聖書を通してわたしの生活の中に入ってきておられ，神は勝利を収められました。
数週間後，兄が作業中に事故死したため，わたしは神の真理の面で親密な仲間となる人を失ってしまいました。わたしは，心中を打ち明けられるような人を必要としていました。そこで，エホバに助言を求める，真の友人を探し始めましたが，そうした人々はそれほど手近にはいませんでした。彼らはエシュで集まって聖書研究をしていましたが，そこへ行くにはわたしが住んでいたクレメンシーから約25㌔の旅をしなければなりませんでした。わたしは仕事の都合が許す限り，集会に出席しました。
1935年には，ベルギーのブリュッセルで一日の大会がありました。大会の前の晩，ものみの塔協会パリ事務所のドローノー兄弟がバプテスマの話をし，協会の地下室の浴そうでバプテスマが施されました。わたしはその時バプテスマを受けた人の一人でした。翌日，喜び勇んで野外奉仕に携わりました。その日の午後には，各国の人々が200人ほど出席しました。
自分独りで，重大な決定を下す
第二次世界大戦が近づくにつれて，世界情勢は切迫してきました。エホバの証人の取った，妥協することのない中立の立場のゆえに，反対は増大しました。わたしは，神とそのお目的について，いよいよ大胆に語りましたが，それは反対と困難をもたらしました。1935年当時，口をつぐんでパン屋での職にとどまるか，それとも大胆に語ってその職を捨てるかのどちらかを選ぶという決定を下さねばなりませんでした。わたしは，親や友人はもちろん，他のエホバの証人にも助言を求めずに，自分で決定を下しました。いずれにしても，相談できそうな人は近くにいませんでした。わたしにはエホバとそのみ言葉がありました。そして，み言葉のために全く自分をささげ，パンと水がある限りそれを続けることに決めました。
そこで，ものみの塔協会の支部事務所に手紙を書き，開拓奉仕者，つまり神のみ言葉の全時間伝道者になるための申し込みを出しました。数週間後，ルクセンブルク大公国を後にし，隣接するルュクサンブール州（ベルギー）で宣べ伝える業に携わることになりました。わたしはエホバを信頼して，“アルデンヌ”と呼ばれる樹木の茂った高原地方全域を，一人で自転車に乗って回りました。そこは起伏の多い地方で，人々は霊的な暗やみに閉ざされていました。わたしを受け入れようとする家庭は多くありませんでしたが，やがて時折り一時的に宿舎を提供してくれる家が三，四軒できました。
1937年に協会は，一緒に奉仕をする仲間を与えてくださいました。わたしたちは，ベルギーの大都市アントワープで良いたよりを宣べ伝えるよう割り当てられました。パートナーであるアンドレ･ウォズニアックの助けを得て，切りつめた生活をし，必要最小限のもので満足することによって，全時間奉仕にとどまることを学びました。当時わたしたちは，一日当たり10ベルギー･フラン（約70円）で生活し，至極健康で幸福でした。エホバへの奉仕に喜びを抱いていたのです。
アントワープで神に関する真理を宣べ伝えることに問題が伴わなかった訳ではありません。僧職者がわたしたちのたゆまない活動に気付き，警察に働きかけてその活動をやめさせようとしたからです。ご多分に漏れず，警察は無免許行商のかどでわたしたちを逮捕しました。それからわたしたちが伝道活動の正当性を説明すると，事件は大抵たな上げにされました。しかしそのお陰で，様々な権威者の前で神の王国について証しをする機会を与えられました。
1940年にナチスがベルギーを占領すると，神のみ言葉を宣べ伝える自由に終止符が打たれました。戦争が始まった当初，わたしはブリュッセルにある協会の支部事務所へ行き，没収されないようにするため聖書文書を数カートン運び出しました。後日，それは非常に役立ちました。
ドイツによる占領期間中
間もなくナチスの秘密警察ゲシュタポは，わたしたちを捜索し始めました。わたしのパートナーは，諸会衆を訪問して励ましを与える地帯監督に任命されていました。ゲシュタポは彼を捕らえようとしており，ある日わたしのいない間に宿舎にやって来ました。家主は神の真理に入っている姉妹でバプテスマを受けたばかりの人でしたが，わたしが帰ったときに警察へ連絡しなければ投獄されると警告されていました。わたしが帰宅すると，彼女はどんな事があったかを教えてくれました。そこで，必ず戻って来るので，クリスチャン兄弟たちに警告を与えに行かせてほしいと頼みました。わたしは相当数の家族に警告を与え，聖書文書一カートンを安全な場所に隠してから，何が待ち受けているかを知りつつ戻って行きました。
一体どうしたらよいかについて助言を与えてくれる人はいませんでした。しかし，わたしは約束を守りたいと思いましたし，新しいエホバの証人に迷惑をかけたくもありませんでした。ゲシュタポがやって来て，わたしを逮捕しました。ゲシュタポは，わたしのパートナーの居どころについて尋問しました。そこで，彼は“家族”に会いに行ったと答えると，取調べ官はその答えに納得したようでした。次に，エホバの証人の名前の一覧表を見せられ，その人たちの居どころを尋ねられました。わたしは，死んだり，出国したりした人たちについて話すようにしました。その他の人々については，顔は知っていても名前は分からないと答えました。わたしはアントワープで四日間拘禁されてから，ブリュッセルの刑務所に移されました。
ゲシュタポは，わたしのパートナーを逮捕するのに役立つような情報を与えるまで，わたしを釈放しないと決めました。しかし40日後には釈放されました。ゲシュタポによる尋問期間中ずっと，わたしは自分が得た，神とみ言葉に関する知識を本当に有難く思いました。それは，血肉に助言を求めることなく数多くの重大な決定を下さねばならなかったからです。
釈放されると，自分が厳重な監視下にある地を去るほうが賢明であると思い，アルデンヌに戻りました。それから戦争が終わるまで，巡回監督，翻訳者，そして地下活動の印刷物の運搬人（当時わたしたちは，フランス語，フランダース語，ドイツ語，ポーランド語，スロベニア語，そして時折りイタリア語で「ものみの塔」誌を印刷していた）など様々な仕事を割り当てられました。それには常に危険が伴ったので，いつも用心深くあり，素早く決定を下す心構えでいなければなりませんでした。そのようなときに，人は自分がエホバに全く依存しており，エホバに全幅の信頼を寄せる必要のあることを切実に感じます。わたしは，そうした信頼を寄せました。祈りのうちに神からの助言を求めることは習慣になっており，助けを求めて無駄に終わったことはありませんでした。
わたしは，ドイツ当局の要求する就労許可証を持っていなかったので，ドイツへ連行されて，強制労働に服させられる危険を冒していました。しかし，身分証明書の表示に救われて，一再ならず窮地を脱したことがありました。わたしの職業は，“宣教者”としてありました。ですから，こんなことがありました。ある時，禁止されている聖書文書を運ぶ途中で軍隊の検問に引っ掛かった際，一人の兵士が就労許可証を提示するよう求めました。わたしは，自分は宣教者なので義務を免除されており，就労許可証を携行する必要はないと答えました。別の兵士がそのことを認め，それから，わたしが何を運んでいるかを尋ねました。それは，ブリュッセルで秘密裏に印刷された，「子供たち」と題する聖書研究の手引き書でした。そこで，聖句の引用に注意を向け，それが宗教的な本であることを示すと，兵士は満足しました。
わたしは，ベルギーのどの町役場にも登録するという危険を冒せなかったので，当局の発行する食糧配給印紙を入手できませんでした。しかし，クリスチャン兄弟たちのすばらしい愛のお陰で，飢えることはありませんでした。彼らは，自分たちもやっと生きてゆくだけの必需品しか持っていなかったにもかかわらず，幾らかの配給印紙を差し出して，ゲシュタポに追われるクリスチャン兄弟たちのために印紙を集める責任を持つエホバの証人に手渡しました。夕食に，一本のにんじんと一切れのパンがあれば，それで満足しました。わたしは，使徒パウロの述べた，次のような態度を培いました。「わたしは，どんな境遇にあろうとも自足することを学び知った（の）です」。（フィリピ 4:11）寝る場所も様々でした。時には，干し草の中，地面に敷いたむしろの上，あるいは駅のベンチの上などに寝たこともあります。
自転車は最も安全な乗り物でした。群衆や検閲隊を避けやすかったからです。もちろん，100㌔以上の旅がいつも容易であった訳ではありません。特に，真冬のアルデンヌの雪や氷に覆われた道路は大変でした。しかし，クリスチャン兄弟たちに霊的な食物を届けるのは大きな喜びであり，彼らの感謝の言葉は，途中で遭遇した困難や危険を補って余りあるほどの大きな報いをもたらしました。1940年当時，ベルギーに100人しかいなかったわたしたちの仲間が，終戦時には600人を超えるまでに増加したのですから，エホバはご自分の民の努力を祝福したと言えます。
地下活動は終わる
占領期間が終わった後，わたしは，エホバの民の会衆の再組織を援助する仕事を与えられました。この再組織の業が終わると，宣べ伝える業のまだ行なわれていない地方を選び，そこで特別開拓者として奉仕するよう招かれました。わたしは，アルデンヌの南にある，イエズス会の盛んな町アルロンを選び，自転車とスーツケース二つ，そして聖書講演のレコードをかけるための携帯用蓄音器だけを携えて，そこへ出掛けて行きました。
わたしは人々のところを訪問し始めました。ちょうどそのころ，「慰め」（今の「目ざめよ！」誌）と題する雑誌に僧職者を暴露する記事が掲載されました。言うまでもなく，わたしの活動は町に騒ぎを引き起こしました。しかし，戦争中にきたえられたわたしは，宣べ伝える業をやめるつもりは毛頭ありませんでした。業は進展し，ついに関心を持つ家族が，群れの「ものみの塔」誌の研究のために自宅を提供してくれるようになりました。
その地でかなりの数の婦人が聖書研究に関心を示すようになったので，未亡人で全時間伝道者である一人の姉妹に，それらの聖書研究を世話するよう手伝ってもらいました。わたしたちは後日結婚し，彼女は奉仕の面で変わることのないパートナーとなりました。妻は開拓奉仕を能率よくするため，45歳になってから，自転車に乗ることを学びました。わたしたちは，1958年まで乗り物として自転車を用い続けました。わたしたちはこの地方で多くの人々を援助することができ，今日ではその町に大きな会衆があり，近郊にもう一つの会衆があります。
後日わたしは，巡回監督として諸会衆を訪問するよう協会から割り当てられました。ベルギーの三つの州に加えて，ルクセンブルク大公国をも回ることになりました。大公国では，特に厳しい反対がありました。当局はわたしたちを度々逮捕して，わたしたちの生活を困難なものにさせました。逮捕されるたびに，自転車とかばんは没収されました。するとクリスチャン兄弟たちがその代わりとなるものをそろえてくれ，わたしたちは直ちに業を再開したものです。この件はついにルクセンブルクの最高裁判所に持ち込まれ，わたしたちに有利な判決が下されました。そして，没収されていたものはすべて返却されました。
後にわたしたちは，宣べ伝える業を行なうために，必要の大きな区域を選ぶよう求められました。そこで，やはりアルデンヌ地方にある，マルシュ･エン･ファメンヌを選びました。わたしたちは，日が暮れるまでには部屋が見付かるものと確信して任命地に向かいました。ところが部屋を見付けることができず，鉄道の駅に引き返して行きました。するとそのとき，突然一人の婦人がやって来ました。そして，部屋を捜しているのはわたしたちではないかと尋ねました。まさに打ってつけの部屋があったのです。ここでもまた，わたしたちは何も無いところから業を始めました。
年月がたつにつれて聖書研究を始めることができるようになりましたが，それにはたゆまぬ努力が求められました。というのは，わが家の台所が集会を開くのに手狭になるまでに，八年間の熱心な働きが必要だったからです。とにかく，基礎は据えられ，会衆は成長してゆきました。ですから1967年に，わたしたちは別の区域に割り当てられました。それは，リエージュからそれ程遠くないアイワールとその近郊です。
わたしたちは，事実上何もないところから会衆を築き上げるのを助けるという特権に再びあずかりました。やがて会衆は大きくなり，1972年には手ごろな会館を建てられるまでになりました。
1971年の初頭，妻の健康状態が急に思わしくなくなりました。妻は，容赦なくガンに冒されていったのです。妻は25年にわたってわたしの忠実なパートナーとなり，ルュクサンブールに神の真理の光を輝かせるため，共に苦難を忍び，犠牲を払ってきました。
数多くの難儀を経験しながら，神の是認を意識していた使徒パウロ同様，わたしも長年にわたって全時間奉仕に携われたことをうれしく思っています。わたしは，自分の生命力すべてをもってエホバに仕えるという決定を下す前に，血肉と協議しなかったことを少しも後悔していません。もう一度すべてをやり直さねばならないとすれば，1936年当時行なったと全く同様，自転車に乗って神のみ言葉を宣べ伝えるために出掛けて行くことでしょう。エホバは，必要な物すべてを，惜しみなく備えてくださいました。わたしは，エホバが与えてくださる仕事をこれからも忠実に果たしてゆきたいと思っています。












^ ***喜歌 7番 エホバは私たちの力***
7番
エホバは私たちの力
（イザヤ 12:2）
1. 優しい神エホバは
保護と救い与える
私たちは証人
告げる 神の知らせを
（※ 繰り返し）
力の神エホバは
全能の主権者
昼も夜もあなたに
賛美捧げ 生きます
2. 喜びつつ仕える
神の光の中で
聖書読んで従い
望む 神の統治を
（※ 繰り返し）
力の神エホバは
全能の主権者
昼も夜もあなたに
賛美捧げ 生きます
3. サタン 脅すとしても
命奪うとしても
私たちは負けない
選ぶ 神の主権を
（※ 繰り返し）
力の神エホバは
全能の主権者
昼も夜もあなたに
賛美捧げ 生きます
（サム二 22:3; 詩 18:2; イザ 43:12も参照。）



^ ***喜歌 3番 私たちの力，希望，確信***
3番
私たちの力，希望，確信
（格言 14:26）
1. エホバよ あなたから得た慰め
たくさんの人に分けたいのに
時には苦しくて心は重く
明るい希望の火も消えそう
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
2. つらいときはいつも ずっとそばで
慰めてくれたあなたのこと
忘れないでいれば 希望の光
また明るくなり 勇気出せる
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
（詩 72:13，14; 格 3:5，6，26; エレ 17:7も参照。）









^ ***喜歌 8番 エホバは避難所***
8番
エホバは避難所
（詩編 91編）
1. 神は避難所 翼の陰
そこにとどまり 神に頼る
忠実な人はいつも守られる
神は公正 揺るぎないとりで
2. 悪のはびこる暗闇から
神は助ける 正しい人
どんな災難も及ぶことはない
神は保護する その翼広げ
3. 夜の危険も昼間の矢も
神は大盾 全て防ぐ
恐れることなく いつでも歩める
神は避難所 私の隠れが
（詩 97:10; 121:3，5; イザ 52:12も参照。）



^ ***喜歌 150番 救いのために神に頼る***
150番
救いのために神に頼る
（ゼパニヤ 2:3）
1. 神の主権退けてきた
人々の支配 終わりを告げた
この世界の敵たち全て
イエスが打ち砕く その日は近い
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
2. 真理の側選べるように
知らせを伝える あらゆる人に
試練来ても恐れはしない
愛の神エホバの助けを信じ
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
（サム一 2:9; 詩 2:2，3，9; 格 2:8; マタ 6:33も参照。）
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